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令和６年第１回定例会予算審査特別委員会（都市経済委員会所管）会議録 

 

         令和６年３月13日 

         10時00分～16時38分 

         全員協議会室 

 

出 席 者 氏 名 

   後藤 敦志 委員長     加藤  勉 副委員長 

   金剛寺 博 委 員     伊藤 悦子 委  員 

   櫻井 速人 委 員     礼野 章俊 委  員 

   大野みどり 委 員     久米原孝子 委  員 

   山宮留美子 委 員     石嶋 照幸 委  員 

   山村  尚 委 員     岡部 賢士 委  員 

   山崎 孝一 委 員     後藤 光秀 委  員 

   椎塚 俊裕 委 員     油原 信義 委  員 

   大竹  昇 委 員     杉野 五郎 委  員 

   寺田 寿夫 委 員     鴻巣 義則 委  員 

   大野誠一郎 委 員 

 

執行部説明者 

   市    長  萩原  勇   副 市 長  木村 博貴 

   市民経済部長  菅沼 秀之   都市整備部長  落合 勝弘 

   市民経済部次長兼商工観光課長  服部  淳   都市整備部次長  橘原  剛 

   市民窓口課長  持田  優   地域づくり推進課長  鴻巣 倫子 

   農業政策課長  秋山 正典   農業委員会事務局長  松崎 竜弥 

   生活環境課長  渡辺 一也   都市計画課長  仲村 真一 

   道路公園課長  石崎 清浩   下水道課長  石井 孝幸 

   市民窓口課長補佐  大野 美江   都市計画課長補佐  北島 厚志 

 

事 務 局 

局    長  足立 典生   課    長  伊藤 正晶 

 

議  題 

    議案第27号 令和６年度龍ケ崎市一般会計予算（都市経済委員会所管事項） 

    議案第32号 令和６年度龍ケ崎市下水道事業会計予算 
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後藤敦志委員長 

 前回の予算審査特別委員会に引き続き、ご出席お疲れさまでございます。 

 ただいまから予算審査特別委員会を再開いたします。 

 議案第27号から議案第32号までの令和６年度各会計予算６案件を一括議題といたします。 

 本日は、都市経済委員会所管事項についての説明と質疑でありますが、委員長から予算

審査特別委員会の運営に当たり一言申し上げます。 

 予算審査特別委員会においては、「関連質疑は認めない」、「詳細な数字または過去数

年にわたる資料を必要とする際は、事前に執行部と調整を行う」と申合せがされておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 また、質疑につきましては一問一答で行いますので、挙手をして、該当のページ、事業

名をお知らせいただき、簡潔明瞭な質疑をお願いいたします。 

 さらには、答弁者におかれましても、発言の際は、質問内容に対して的確な答弁をされ

ますようにお願いいたします。 

 なお、会議室へパソコン、タブレット、スマートフォンなどの持込みを許可しておりま

すが、議事に関係のないウェブサイトを閲覧することや、端末から通知音、操作音、振動

音が鳴動することのないよう、特にご注意ください。 

 また、本日の予算審査特別委員会は試行的な取組として、ユーチューブでのライブ配信

を行いますので、ご承知おきくださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案の審査に入ります。 

 議案第27号 令和６年度龍ケ崎市一般会計予算の都市経済委員会所管事項について、ご

説明願います。 

 菅沼市民経済部長。 

 

菅沼市民経済部長 

 それでは、議案第27号 令和６年度龍ケ崎市一般歳入歳出予算、市民経済部及び農業委

員会事務局の所管事項について、事前にユーチューブでご説明させていただいていますの

で、本日は増減の大きい科目、新規事業等についてご説明いたします。 

 それでは、予算書の22ページをお開きください。 

 歳入でございます。 

 使用料及び手数料の使用料、目が５、農林水産業使用料が所管です。 

 ３番目の農業公園豊作村使用料は、農業公園豊作村のレンタルファーム会議室及び実習

室、交流ゾーンのグラウンドに係る使用料収入です。昨年度の湯ったり館の休館に伴い、

管理運営に係る歳出科目の農業公園豊作村として一本化しており、歳入科目につきまして

も、同様に一本化したことにより皆増となっております。 

 次の目が６、商工使用料です。市街地活力施設目的外使用料は、商工会に貸与しており

ます市街地活力施設２階事務室の施設使用料と、施設使用に伴う電気、上下水道の使用料

でございます。昨年度と比較しますと、43万8,000円の減額ですが、主な要因は電気料金

の実績に合わせて見直ししたことによるものです。 

 26ページをお開きください。 

 国庫支出金の目が１、総務費国庫補助金、１段目の総務管理費補助金の上から２番目、

個人番号カード交付事務費は、マイナンバーカード交付関連事務に要する事務費相当額分

の補助金です。 

 ２段目の戸籍住民基本台帳費補助金は、歳出で計上しております戸籍システムの改修事

業に要する費用相当分の補助金です。 

 28ページをお開きください。 

 目が４、農林水産業費、国庫補助金のデジタル田園都市国家構想交付金スマート農業支

援分です。これは、当市農業のスマート農業化を促進するため、令和６年度の新規事業と

して市独自に検討している支援策に係る経費の一部について、国のデジタル田園都市国家
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構想交付金を活用するものです。 

 続きまして、34ページをお開きください。 

 目が４、農林水産業費、県補助金が所管となります。 

 ６番目の機構集積協力金の交付事業費は、農業担い手の農地集約集積化を促進するため、

農地中間管理機構に農地を貸し付けた地域及び個人に対して補助金を交付する事業です。

昨年度と比較しますと130万円の減額ですが、その要因は、経営転換協力金事業が令和５

年度をもって終了するためです。 

 次の、農地集約型大規模水田経営体育成加速化事業費は、昨年度と同額となっておりま

す。 

 六つ飛びまして、多面的機能支払事業費は、活動組織による農地周りの水路、農道の補

修、草刈り等及び施設の長寿命化のために、活動に対して支援する多面的機能支払交付金

で、国が２分１、県が４分の１、市が４分の１の割合で支払うものです。 

 昨年度と比較しますと、1,415万2,000円の増額ですが、令和６年度から、新規活動組織、

龍ケ崎地区になります、こちらが活動を開始する見込みで事業費が増加するためです。 

 続きまして、37ページをお開きください。 

 ２枠目の目が寄附金の２番目、ふるさと龍ケ崎応援寄附金は、ふるさと納税の寄附金で

ございます。今年度の実績及び来年度に実施する新たな取組を踏まえて、寄附受入れ見込

額を４億円としております。 

 42ページをお開きください。 

 下の表の22、市債でございます。 

 目が１、総務費債のコミュニティセンター整備事業債です。これは、馴馬台コミュニテ

ィセンターの外壁、屋根改修に係る実施設計及び工事と久保台コミュニティセンター内装

改修工事に係るもので、充当率は75％です。 

 その下の、新長戸コミュニティセンター整備事業債は、新長戸コミュニティセンターの

建設事業に係るものです。充当率は内容により75％から100％となっております。 

 47ページ、お開きください。 

 ここから歳出になります。 

 ２、総務費、目が１、一般管理費の上段です。市民行政推進活動費から男女共同参画推

進費までが所管です。 

 ２番目の市民活動サポート推進事業は、市民活動の初期支援や市民活動拡充期における

財政的な支援をするもので、拡充期の支援の増加が見込まれるため、前年度より60万円の

増額になっております。 

 ６番目の多文化共生社会構築事業は新規事業です。これは、多様性を認め尊重し合う共

生生活社会の実現に向けた取組で、外国籍を持つ市民をサポートするため、多言語による

生活情報カードの印刷と通訳費を計上しております。 

 その他、前年度ベースとなっております。 

 54ページをお開きください。 

 目が８、出張所費の西部出張所管理運営費、東部出張所管理運営費、次のページの市民

窓口ステーション運営費につきましては、それぞれ施設の維持管理費が主な支出でござい

ます。 

 55ページです。 

 目が10、地域振興費です。 

 ４番目の地域資源活用展開支援事業です。これは、本市の魅力ある特産品や観光情報な

ど、ふるさと納税の寄附者をターゲットに、ＬＩＮＥを活用して情報発信を行う取組です。

令和６年度から新規事業となり、ＬＩＮＥの運用に係る経費110万4,000円を計上していま

す。 

 次の、ふるさと龍ケ崎応援事業は、ふるさと龍ケ崎応援寄附金の受入れに係る経費です。

主なものは、寄附者への返礼品購入のための報償費やポータルサイトによるプロモーショ
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ン支援事業の委託費、クレジット決済に係る手数料などです。昨年度と比較しますと、

9,127万2,000円の増額となっておりますが、その主な要因は、寄附受入れ額を増額したこ

とに伴い、返礼品の調達費用である報償費及びポータルサイトの委託料が増額になったこ

とによるものです。 

 58ページをお開きください。 

 目が11、コミュニティセンター費です。 

 コミュニティセンター共通管理費、以下、各コミュニティセンター費です。コミュニテ

ィセンターの管理運営に関するもので、前年度当初予算比で4.7％増、1,138万9,000円の

増額となっております。主な増額の要因につきましては、北文間コミュニティセンター借

地部分の土地購入に係る減額、馴柴コミュニティセンター点字ブロック修繕料の増額、馴

馬台コミュニティセンター外壁、屋根改修に伴う実施設計及び工事費の増額、龍ケ崎コミ

ュニティセンター外壁、屋根改修に伴う実施設計及び工事費の減額、龍ケ崎西コミュニテ

ィセンター備品購入費の増額、久保台コミュニティセンター内装改修工事費の増額により、

トータル1,138万9,000円の増額となっております。 

 61ページになります。 

 新長戸コミュニティセンター建設事業です。これは、新長戸コミュニティセンターの建

設及び旧長戸小学校体育館の改修工事費などでございます。令和５年度予算に計上してお

りましたが、実施設計のやり直しのため、令和５年度内の工事着手が不可能なことから、

既に計上されておりました予算を全て減額し、令和５年度から令和６年度継続費を廃止し、

改めて令和６年度から令和７年度継続事業として予算計上しております。 

 続きまして、94ページをお開きください。 

 目が３、農業振興費です。 

 ５番目の農業公園豊作村管理運営費は、豊作村全体の管理運営費として一本化し、湯っ

たり館の運営費を除く費用を計上しており、内容としましては、農業ゾーン、こちら総合

交流ターミナル及びレンタルファームの事業運営費、交流ゾーンの運動広場や植栽、芝の

管理、屋外トイレや電気設備等の維持管理費を含めます指定管理料と湯ったり館の回数券

払戻しに係る費用となります。 

 次の、たつのこ産直市場管理運営費は、昨年度と比較しますと、126万8,000円の増額と

なりますが、その主な要因は、たつのこ産直市場運営に係る管理運営費業務委託費が賃金

上昇などによって増加したためでございます。 

 次のページ、６番目、スマート農業支援事業です。 

 これは、当市農業において、全国的な課題と同様に農業者の高齢化や担い手不足により

後継者の育成が課題となっております。また、大規模な水田経営に取り組んでいる農業者

の大半は、農地が市内各地に点在し非効率な産業形態でございます。このため、これらの

課題を解決するため、営農支援システムの導入や農業用ドローンの活用及びセンサーによ

るほ場管理システムの導入に対する支援を行うものでございます。 

 97ページ、お開きください。 

 目が２、商工業振興費が所管です。 

 ６番目の全国コロッケフェスティバル開催事業、市政施行70周年記念事業は、市政施行

70周年記念事業として開催します第８回全国コロッケフェスティバルの開催費用及び商工

会に交付するものでございます。昨年度と比較しますと、産業祭と同時開催したコロッケ

横丁について、規模を拡大して全国コロッケフェスティバルとして開催するため、238万

4,000円の増となっております。 

 二つ飛びまして、プレミアム付き商品券事業、市政施行70周年記念事業は、同じく70周

年記念事業としまして、電気、ガス、食料等の価格高騰による影響が続いている市民や事

業者の経営的支援を図るためプレミアム付き商品券事業を実施するもので、事業費を商工

会に交付するものでございます。昨年度と比較しますと、交付額は同額となっております。 

 以上が市民経済部の令和６年度一般会計予算でございます。 



5 

 

後藤敦志委員長 

 落合都市整備部長。 

 

落合都市整備部長 

 続きまして、都市整備部所管についてご説明をいたします。 

 はじめに、歳入でございます。 

 24ページをお開きください。 

 目の３、土木手数料、節の１、土木管理手数料中、屋外広告物の許可手数料において、

新たに、マンション管理計画認定申請手数料を予算計上しております。 

 続きまして、28ページをお開きください。 

 目の５、土木費国庫補助金、節の１、土木管理費補助金、社会資本整備総合交付金、耐

震診断分、耐震改修分、それから、節の２、道路橋梁費補助金、社会資本整備総合交付金、

狭隘道路整備分、通学路交通安全対策分、道路整備分は所管となっております。 

 なお、道路整備分に係る交付金につきましては、市道第１の380号線（佐貫３号線）、

市道第１の45号線、市道第３の373号線ほか、市道第２の18号線ほか、計４事業の道路整

備事業の現年予算分に係る交付金でございます。 

 節の３、都市計画費補助金の社会資本整備総合交付金（公園整備分）は、森林公園リニ

ューアル事業に係るパークＰＦＩ、官民連携型にぎわい拠点創出事業分、用地取得、地域

づくり拠点公園分及び公園施設更新、公園施設長寿命化支援事業分に係る交付金でござい

ます。 

 ページ飛びまして、39ページをお開きください。 

 一番下の表、目の１、納付金でございます。 

 節の１、納付金のうち、森林公園パークＰＦＩ事業納付金は、事業実施に係る運営事業

者からの納付金でございます。 

 続いて、その下、目の２、団体支出金です。 

 節の１、団体支出金のうち、清掃工場関連還元施設整備事業費負担金は、清掃工場関連

還元施設整備に係る費用のうち、利根町、河内町の負担分として本市に支払われるもので

ございます。板橋町地内の市道整備事業の償還などが対象となっております。 

 続きまして、43ページをお開きください。 

 目の５、土木費債です。 

 節の１、道路橋梁債は、地方道路等整備事業分でございますが、市道第１の380号線、

佐貫３号線を含む計４事業の交付金事業のほか、道路改良事業、橋梁維持補修事業に係る

起債分で、充当率は事業費における市負担分の90％でございます。 

 節の２、河川債は、川崎町ほか１地区における市単独の雨水排水路整備事業に係る起債

で、起債対象は事業費及び事務費の75％でございます。 

 節の３、都市計画債は、パークＰＦＩ、用地取得、公園施設更新の都市公園整備事業に

おける市単独分に係る起債で、充当率は市負担分の90％でございますが、公園施設更新分

につきましては、継ぎ足し単独分として75％でございます。 

 歳入につきましては、以上でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 56ページをお開きください。 

 目の10、地域振興費です。 

 56ページ下から、57ページにかけまして、コミュニティバス運行事業、公共交通対策費、

乗合タクシー運行事業、路線バス昼間割引事業が所管となります。 

 主なものは、バス、タクシー事業者に対する運行補償金でございます。公共交通対策費

及び路線バス昼間割引事業は、既存の公共交通である関東鉄道竜ヶ崎線や路線バス等への

支援を行い、地域公共交通の維持確保を図るための事業費でございます。路線バス昼間割
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引事業は、前年比43％の増でございます。 

 61ページをお開きください。 

 目の13、交通安全対策費です。 

 放置自転車対策費は、放置自転車の撤去や返還に係る費用で、令和６年度より放置自転

車整理区域内に放置された自転車に警告札の貼付け業務及び撤去業務の予算を計上してお

り、前年比大幅増でございます。 

 ページ飛びまして、88ページをお開きください。 

 目の２、予防費です。 

 88ページ上段の狂犬病予防費では、現在、市役所窓口で発行している犬の観察及び注射

済証について、従来の窓口での発行に加え、新たな試みとしてＬＩＮＥを活用して登録で

きるようにいたします。 

 続きまして、目の３、環境衛生費です。 

 このうち、自立分散型エネルギー設備導入促進事業は、補助件数を50件から30件に減ら

したため、前年比40％の減でございます。 

 ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス導入促進事業は、住宅における温室効果ガスの排出

削減を図るため、大幅な省エネの実現と再エネの導入により、年間の一次エネルギー消費

量を正味でゼロとするネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの建築等の費用を補助するもの

であり、新規事業のため皆増でございます。 

 公共施設太陽光発電設備等導入可能性調査費は、新規事業として公共施設における温室

効果ガスの排出削減を図るため、市の公共施設における太陽光発電設備の導入可能性調査

を実施するものであり、皆増でございます。 

 続きまして、その下、目の４、斎場管理費です。 

 斎場管理運営費では、斎場予算に係る使用料等について、斎場予約管理システム運用費

に予算の振替を行っております。斎場予約システム運用費は、予約システムの賃借料やシ

ステム運用に関連する機器の更新に係る費用でございます。新規事業項目の設定により皆

増でございます。 

 91ページをお開きください。 

 目の２、塵芥処理費です。 

 ごみ処理広域化推進費は、令和４年３月策定の茨城県ごみ処理広域化計画において、龍

ケ崎市、牛久市、稲敷市、阿見町、河内町、利根町、美浦村によるごみ処理広域化検討ブ

ロックが設置されたことを受け、令和５年12月に対象７市町村に龍ケ崎地方塵芥処理組合、

江戸崎地方衛生土木組合を加えた、茨城県ごみ処理広域化ブロック会議が設置されました。

当該ブロック会議が主体として発注する、ごみ処理広域化に向けた基礎調査業務委託料に

対する負担金を予算計上しております。 

 続きまして、101ページをお開きください。 

 目の２、道路維持費です。 

 このうち、舗装維持・修繕計画策定事業は、次期計画の策定に係る調査等の委託料を計

上しましたことから皆増でございます。 

 通学路安全対策事業は、通学路の危険箇所の解消を図るため、交通安全施設の整備に係

る工事費用でございます。こちらも皆増でございます。 

 102ページをお開きください。 

 目の３、道路新設改良費です。 

 このうち、道路改良事業は、前年度からの継続路線として、泉町地内の市道第２の241

号線、松ケ丘一丁目地内外の市道第８の120号線の舗装修繕を予定するほか、新規に計８

路線の舗装修繕工事費を計上しております。 

 市道第１の45号線整備事業は、若柴町地区における道路拡幅の用地取得に係る土地購入

費と、建設事業補償金を計上しているため、前年比大幅増でございます。 

 市道第１の380号線、佐貫３号線整備事業は、若柴町地内の道路改良工事のほか、仮称
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西安橋新設工事の委託費や用地取得に係る不動産鑑定費用、土地購入費、建設事業補償金

を計上し、前年比53％の増でございます。 

 市道第３の373号線ほか整備事業は、つくばの里工業団地内の道路の舗装修繕を目的と

して、令和３年度から継続している事業でございます。これまでは、国の経済対策による

交付金を活用し、前倒しによる執行となり当初予算への計上がなかったため皆増となって

おります。 

 市道第２の18号線ほか整備事業は、牛久市から本市を介して稲敷市まで続く通称カント

リーライン等の舗装修繕を目的として、前年度から継続で行う事業でございます。前倒し

による執行を行いますことから皆増となっております。 

 続きまして、103ページをお開きください。 

 上段の表、目の１、河川総務費です。 

 準用河川等管理費において、委託料に計上しておりました河川及び排水路等維持管理を、

目の２、排水路整備費の排水路等維持補修事業に予算の振替を行っております。 

 続きまして、目の２、排水路整備費です。 

 排水路整備事業は、工事請負費において、令和４年度からの継続事業として光順田地区

排水路工事、新規事業の川崎町護岸改修工事を予定しており、前年比大幅増となっており

ます。 

 排水路等維持補修事業は、河川費に計上しておりました委託料について、予算の振替を

行いましたため皆増でございます。 

 続きまして、その下の表、目の１、都市計画総務費です。 

 104ページの若柴長山前南部地区地区計画策定事業は、委託料において、当該地区の地

区計画策定に係る都市計画図書作成のための予算を計上しております。 

 続きまして、105ページ、目の４、公園費です。 

 都市公園除草等事業は、北竜台公園、牛久沼水辺公園を直営から業務委託への変更、除

草回数の変更等により、全体で前年比43％の増でございます。 

 森林公園リニューアル事業は、令和５年度、令和６年度の継続事業でございますが、令

和６年度につきましては、パークＰＦＩを活用した整備に係る公園整備工事費負担金及び

土地購入費等を計上しておりますことから大幅増でございます。 

 森林公園につきましては、令和６年の夏頃に一部の施設をプレオープン、令和７年度の

グランドオープンを目指してまいります。 

 最後になります。106ページをお開きください。 

 上段の表、目の１、下水道費です。 

 公共下水道事業と農業集落排水事業における一般会計で負担すべき経費について、繰出

基準に基づき、下水道事業会計へ繰り出すものであります。下水道事業会計繰出金全体と

しましては、前年比47％の減でございます。 

 以上で、令和６年度一般会計予算についての説明を終わります。ご審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

後藤敦志委員長 

 執行部からの説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑に当たっては一問一答でお願いいたします。 

 また、質疑及び答弁におかれましては挙手をされるようお願いいたします。 

 それでは、質疑ありませんか。 

 山村委員。 

 

山村委員 

 何点か質問させていただきます。 
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 予算書55ページの地域資源活用展開支援事業、これ新規の事業ですけれども、この内容

について詳細をご説明いただきたいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 地域資源活用展開支援ツール運用でございますが、本市の魅力ある特産品や観光情報な

どを、ふるさと納税の寄附者をターゲットにＬＩＮＥを活用して情報発信を行う取組です。 

 その内容ですが、ふるさと納税の寄附者、令和５年度２月の速報値では、5,051人いま

す。こちらを本市の関係人口と捉えまして、寄附及び返礼品の受領だけでなく、本市のフ

ァンとして継続的に関係をしていくため、希望者に対しまして、ＬＩＮＥによる特産品や

観光情報などの情報発信や市の魅力をお伝えするものでございます。また、単純に情報は

発信をするだけではなく、情報を楽しんで見てもらえるための仕掛け、考えているのは、

市に関する謎解き、こういったものを検討し実装する予定でございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 龍ケ崎市に関心を持ってくださっている方に、一層関心を持ってもらうためにＬＩＮＥ

でということですね。分かりました、ありがとうございます。 

 続きまして、同じページで、企業版ふるさと龍ケ崎応援事業です。こちらについて、ち

ょっと内容ご説明お願いします。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 企業版ふるさと納税のまず内容でございます。この事業は、市外に本社を有する企業が

本市に寄附を行うもので、寄附額に対しまして最大で９割まで法人関係税の減免を受ける

ことができるものです。 

 昨年５月より受入れを開始しておりますが、寄附の受入れは企業からの申出によるもの

となりますので、予算への項目出しのため、歳入につきましては、制度利用の最低寄附額

となる10万円、歳出につきましては、新たにポータルサイトの活用を予定しておりますの

で、その手数料として10万円の20％の２万円を計上しているものです。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 これもう既に始まっているというところですね。見込みは大体どのくらいを見込んでい

るんですか。お分かりになる範囲で。 
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後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 昨年度の５月からこの事業始めているんですが、見込みといいますか、まだ実績がゼロ

なんです。今後、多少でも寄附をしてもらえればと思っているんですけれども、なかなか

ちょっと難しいということで、今後いろいろな仕組みを取り組んでいきたいなと思ってお

ります。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ちょっと企業版ふるさと納税、まだよく勉強していないんで分かんないんですけれども、

これはふるさと納税の仕組みは分かるんだけれども、企業版ふるさと納税というのは、一

般のものと違っていて、龍ケ崎市内にある企業が龍ケ崎に対してでしたか。 

 要は、たくさん寄附していただけると、龍ケ崎は市としてメリットが、どういうメリッ

トがあるのか。お金的な話で、税金とかの話で。法人税を90％払わなくていいというもの

があるんで、そのあたりの仕組み、ちょっと教えてもらえたら。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 企業版ふるさと納税のまず仕組みなんですけれども、企業が市の事業に対して賛同でき

る事業があった場合、企業が市に寄附するものです。本社が市外にある企業じゃないと寄

附ができない。１件当たり最低金額10万円以上の寄附になります。 

 企業のメリットとしては、先ほど言いました最大で９割まで法人関係税が免除になると

いうものと、市は当然寄附額は頂けますので、その寄附額を各事業に充てられると、そう

いったところでございます。 

 なので、市の事業に賛同していただけないと、なかなかその企業からの寄附というのは

頂けない、そういった事業でございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 ちょっと次の質問でも、今の絡みでちょっとお話しさせていただきます。 

 ページ、92ページで、若者世代等の就職支援事業というものがありますが、これ今、具

体的にどんなやり方をして若者世代の就職支援事業をしようとしているのか、これちょっ

と説明していただけますか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 
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 はい。この事業ですが、就職・転職フェアでございます。民間企業に業務委託をしまし

て、昨年の11月11日にニューライフアリーナ龍ケ崎で開催しております。市内の企業22社、

求職者につきましては50名が参加しております。企業ごとにブースを設けまして、企業の

担当者と求職者が直接意見交換をワンクール30分で４クールで実施している実施している

事業でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 これ龍ケ崎の若者を龍ケ崎の企業に就職してもらうための支援ということだと思うんで

すけれども、今、民間委託されているというお話でした。これまで市内の一部上場企業で

あったり、ほかの工業団地の企業とかというところにも私たち議員も顔出して、お話伺っ

たんですけれども、市内の大手の民間企業さんと、あまり市がこれまで接触ないのかなと

いうのを感じたんです。 

 今回民間委託したということはいいんですけれども、それよりもやっぱり市の職員が龍

ケ崎市にどういう企業があって、直接担当の方とお話をして、たくさんあるのは分かるん

ですけれども。それで、そういう若者の就職受入れお願いしますとか、そういうアプロー

チをしたほうがいいんじゃないかなと思っているんです。それは、若者の就職支援だけに

限らず、今後、いろんな市に大きい会社あるんだから、うまく付き合って、うまく協力し

合ってすると、龍ケ崎はすごく商工業関係いいほうに行くと思うんです。そのあたりどう

お考えですか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 今回のイベントに関しては、議員さんがおっしゃるように、確かに一社、一社、我々が

顔出してお声がけをするべきであったんですが、今回のイベントに関して申し上げますと、

業務を民間事業者に委託しておりましたので、我々職員が直接出向いてそのイベントの参

加をお願いしたということはできませんでした。 

 ただ、会場で一部の企業の人事担当者の方とは、求人に関するお話などさせていただい

たところです。今後については、企業に直接出向いて意見交換もやっていきたいなと、そ

のように思っております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 大きい会社、参考までに、市内に一部上場の会社とか、ある一定規模、従業員数が500

名とか、1,000名とか、そういうある一定規模以上の大きい会社はどういった業種の会社

が何社ぐらいあるかご存じですか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 
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服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 市内の企業で従業員数500名以上という、あと、さらにつくばの里工業団地や白羽四丁

目など工業団地をはじめとする工場の集積地において確認できたという範囲で、ちょっと

お答えさせていただきます。 

 該当となる企業でございますが、まず、日立建機株式会社さん、オカモト株式会社さん、

大和ハウス工業株式会社さん、株式会社ニップンさん、積水メディカル株式会社さん、星

光ＰＭＣ株式会社さん、中本パックス株式会社さん、東洋エアゾール工業株式会社さんの

８社となります。 

 業種でございますが、建設重機やゴム製品、建物、食料品、医薬品、液詰め製品などの

製造業、これと印刷業となっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 いろんな、結構な会社さんが、大きい会社さん、いらっしゃるんだなと分かりました。

恐らく市の職員さんも、なかなかそちらの会社さんの担当の方と直接お会いしていない、

できていないのかなというのが現状だと思うんで、できるだけ接触して、若者もそこに就

職できるような、会社も大きくなれば、今、工場かもしれないけれども、研究部門ができ

たりということも展開が見えるかもしれませんので、これからどんどん接触していけるよ

うにお願いします。 

 続いての質問です。 

 94ページ、農業公園豊作村管理運営費です。こちらで、昨年度の予算書のほうに農業公

園の農業ゾーン管理運営費というのがあったんですけれども、これが今回なくなっている

んですけれども、ここの説明ちょっと聞かせていただけますか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 こちらにつきましては、令和６年度より、湯ったり館の運営方針の検討に伴いまして、

事業科目を一本化したということで、これまで農業ゾーンということと、湯ったり館とい

うことで、２本の事業科目で設定していたものを、令和６年度から農業公園豊作村事業費

として１本で計上するということになっております。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 具体的にあそこの農業ゾーンのところのハウスがあるところですか、あれがなくなると

いう話をちらっと聞いたんですけれども、そのあたりいかがですか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長 
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秋山農業政策課長 

 農業ゾーンのほうのハウスのほうにつきましては、令和６年度の指定管理の仕様書から

苗販売というのは中止ということで、仕様を定めさせていただいておりますので、苗販売

のほうは６年度からなくなるということになります。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 一応なくなる理由、どういう理由であそこが、あそこ結構な広さでやったんですけれど

も、どういう理由でなくなるか、お話ちょっとお聞かせいただければと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 ハウスの施設については、これまで長い間、苗販売を行っていたんですけれども、赤字

というか財政の持ち出しが多くなっていると状況がありまして、そういった理由から事業

の中止を判断し、指定管理者選定委員会の中でもそういった仕様が決定したということで、

令和６年度から中止となっております。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 分かりました。赤字だったというところですね。私もちょっとあそこに関係する人にい

ろいろ話も聞いて、大分毎年赤字が出ているというところと、あとあそこの農園で市民の

方が農業、畑やっていて、実際は、あそこはあまり使ってなく、外から買いにきている方

がほとんどだというお話も聞いていたんです。何であんなに安くできるのかと不審に思っ

ていた方もたくさんいらっしゃったので、仕方ないのかなとちょっと思います。一応、は

い。 

 最後の質問です。 

 ページ、25ページ、スマート農業支援事業です。こちらはドローンセンサーの導入補助

というところでご説明いただいたんですけれども、これについて詳細をお聞かせください。 

 95ページです。95ページのスマート農業支援事業。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 まず、こちらの事業につきまして、農業ドローンを活用することで除草作業や追肥作業

の大幅な作業の効率化が図られるということで、ドローンを操縦するためのライセンス取

得する際に大きな負担が大きいということで、今回支援を行うものでございます。 

 また、センサーの導入では、これまでは何度もほ場へ足を運ぶという必要がありました

が、センサーを設置することで、ほ場へ行かずも管理が可能となるため、移動時間の短縮

や人件費の削減につながるということで、今回のドローンとセンサーの支援を決定してい

るところでございます。 
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後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 参考までに、これどういった理由からこの事業が出来上がったんですか。あと、既にこ

のドローンとかセンサーとか使われている農業者さん、いらっしゃったりするのか分かれ

ばお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 こちらの支援を設置するというふうに至ったことにつきましては、まず、農業者の高齢

化や担い手不足によって後継者の育成が課題となっている状況で、本市の主要農産物であ

る水稲については、とりわけ大規模な水田経営体に取り組んでいる農業者の大半は、農地

が市内各地に点在し非効率な生産体制になっておりまして、さらには近年の農業資材の高

騰も重なりまして、経営コストが急増し経営が困難な状況であるということから、これら

の課題解決のため、ＡＩやＩＣＴ技術を活用したスマート農業の導入を考えたところでご

ざいます。 

 市内でＡＩ、ＩＣＴを活用している農家さんとなりますと、今のところ大規模農家さん

にはなるんですけれども、ドローンを中心に５経営体ほどの農業者さんが活用されている

というふうに、今のところ把握しておる状況でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 山村委員。 

 

山村委員 

 ありがとうございます。 

 今後、実際に活用されている方からいろんな話を聞いて、恐らくいい方向に行くんじゃ

ないかなとは、ちょっと個人的に思っているんですけれども、それで、また補助幅を広げ

るとかそういう検討もしていってください。継続してウオッチしていってください。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに。 

 山崎委員。 

 

山崎委員 

 今日も１点のみご質問いたします。 

 予算書のページ数、55ページです。それのふるさと龍ケ崎応援事業についてお聞きした

いと思います。 

 本年度令和６年度の予算は応援事業としましては、１億9,700万、約ですね。令和５年

度の予算書を見ますと、１億500万の予算書でありました。約、令和６年度は５年度と比

較しまして9,200万ぐらい倍増しているような形に見受けられますけれども、その根拠に

ついてお聞きしたいと思います。なぜ１億ぐらい上がったのかと。 

 

後藤敦志委員長 
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 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 このふるさと龍ケ崎応援事業、これの増額なんですが、寄附受入金額、歳入のほうでも

出しております寄附額を４億円としたことに伴い、返礼品の調達費用、こういったもので

あったり、ポータルサイトの利用に関する手数料、委託料、こういったものが増額した、

そういったことによって増えている、そういったものでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山崎委員。 

 

山崎委員 

 いろんな要素があって増額したということで、令和５年度の計算によりますと、一番多

い、ベスト３ぐらいの返礼品についてお伺いしたいと思うんですが。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 委員さん、これ確認ですけれども、返礼品の多いベスト３でよろしいですか。 

 

後藤敦志委員長 

 山崎委員。 

 

山崎委員 

 返礼品で、報償費の中の返礼費です。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 返礼品で数の多い順から申し上げます。まず洗濯洗剤パイプクリーナー魔女のランドリ

ーが１位で442件。これは今年度の１月末現在までの数字です。２位が押木養鶏場の卵が 

226件、３位がメンズヨシワラさんのオーダースーツ、これが187件となっております。 

 次に、金額でまずベスト３を言いますと、１位が龍ヶ崎カントリークラブの利用券、Ｃ

券、これが2,580万円、２位が洗濯洗剤パイプクリーナー魔女のランドリー、こちらが

1,635万4,000円、３位がこれもメンズヨシワラさんのオーダースーツ、これで1,620万円

となっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山崎委員。 

 

山崎委員 

 分かりました。結構、以前はカガミクリスタルが断然のトップだったんですけれども、

やっぱりいろんな龍カンの利用券とか、そういうもの上がってきているんですね、あとヨ

シワラメンズさんと。 
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後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 先ほどは返礼品単発、単発でお答えしたんですけれども、これ事業者別でちょっと言わ

せてもらいます。そうしますと、事業者別ですと、カガミクリスタルさんがやっぱり１位

になります。金額が8,000万、件数が1,559件。２位がエーベルバイオクリーン、先ほどの

魔女の洗剤、これが4,000万、これが件数別でいいますと。金額別で言っても、事業者別

でいうとカガミクリスタルさんが１位で、先ほど言ったように8,000万ぐらいというよう

な結果となっております。 

 

後藤敦志委員長 

 山崎委員。 

 

山村委員 

 詳細にありがとうございました。 

 それで、もう一点聞きたいんですけれども、もう一つ、この返礼品なんですけれども、

新しい試みの商品80種類ぐらいあるとお聞きしているんですけれども、返礼品の新商品み

たいないものは、今、検討中なんでございますか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 ちょっと返礼品の今年度新しくしたものを、ちょっと簡単に説明させていただきますと、

今年度の新規で返礼数、85品新しく返礼品としてアップしております。その中で、代表的

なものですと、つくばサバゲーランドさんの１日無料券であったり、龍ヶ岡ゴルフクラブ

さんの150球分のプリペイドカード、あとはハジメノプリンさんの紅孔雀プリン、あとは

株式会社ゆうゆう農園さんのお米、コシヒカリ、精米５キロ、あとは同じくゆうゆうさん

のほしいもセット、こういったものを新しくしております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山崎委員。 

 

山崎委員 

 大分新商品も開発しているようなんで、ぜひとも歳入のほうで４億、ぜひとも目標達成

に頑張っていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 まず、47ページの上から２番目の市民活動サポート推進事業について、先ほどのご説明

の中で、前年度と比べて60万円ぐらいアップしていますよということなんですけれども、
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この事業の内容について、詳細を詳しく教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 こちらの市民活動サポート補助金については、二本立てになっております。 

 まず、一つ目がスタートダッシュ支援ということで、活動が６か月以上、２年未満の団

体の方を対象として補助率10分の９、10万円ということで補助をしているもの。 

 そしてあともう一つがジャンプアップ支援ということで、活動が２年以上の団体の方を

対象としたもので、これは補助回数としては２回まで行います。１回目が10分の９、２回

目が10分の８ということで、30万円以内ということでの補助ができるような内容となって

おります。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 ありがとうございます。 

 この補助金の利用者というんですか、どれぐらい実績としていらっしゃるんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 こちらは令和５年度からスタートした事業になりまして、スタートダッシュにつきまし

ては今年度２団体、ジャンプアップ支援につきましては今年度４団体の申込みがありまし

た。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 ありがとうございます。 

 こちらにつきましては、以上で大丈夫です。 

 次なんですけれども、94ページの真ん中ら辺の畑作農業ステップアップ支援事業につい

て、こちらについてもちょっと詳細をお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 畑作農業ステップアップ支援事業ですけれども、こちらは出荷農産物の増加や品質の向

上に加えまして、規模拡大や取扱い農産物の拡充など、新たな挑戦や経営発展のための畑

作の活性化を目的に、認定農業者や認定新規就農者、あるいはたつのこ産直市場への出荷

者などを対象として、国や県の補助を活用できない小規模事業者も含めて、農業機械など

の導入に要する経費の一部を市が助成するという、市単独の補助事業となっております。 
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後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 ありがとうございます。 

 こちらにつきましても、利用者数とか分かれば教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 まず、令和３年度が10件の申請がございまして、金額が390万円、令和４年度につきま

しては９件で321万3,000円、令和５年度は２月末現在なんですけれども、７件のご利用が

ありまして385万2,000円の支出となっております。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 これの周知とかはどのようになされているんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 こちらにつきましては、毎年４月の広報紙りゅうほーであるとか、市公式ホームページ

にご使用させていただいております。 

 令和５年度まで、本年度までは随時募集という形で行っていたんですけれども、令和６

年度から、当初募集時に予算の余剰が発生した場合は、二次募集を行うなどして対応して

いきたいというふうに考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 ありがとうございました。 

 ちょっと似ているのかなと思うんですけれども、その次のページの、95ページの真ん中

の新規就農者経営支援事業について、こちらについても内容お聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 失礼いたしました。 

 就農初期段階の成年就農者に対して、就農直後の経営確率を支援することを目的とした

助成事業となっておりまして、国の支援事業である新規就農者育成総合対策事業と、市単

独の事業であります新規就農者支援事業の二つの事業で構成されておりまして、まず国の

事業であります新規就農者育成総合対策事業につきましては、農業を始めてから経営が安

定するまでの経営開始から１年目から経営開始３年目までの交付期間１年につき、１人当

たり150万円、開始４年目以降は、交付期間１年につき１人当たり120万円を交付するとい

う事業でございます。 
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 さらにもう一つの新規就農者経営支援事業につきましては、国の事業の要件を緩和する

形で新規就農者を支援するという市独自の事業でございまして、農業を始めてから経営が

安定する８年目までのうち、３年間最大90万円を交付するということになっております。 

 事業内容は以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 ありがとうございます。 

 こちらにつきましても、近年ので構わないんですけれども、利用者数の数を教えてくだ

さい。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 まず、令和５年度につきましては、２名の方が対象となって交付を受けております。そ

して、令和６年度につきましては、１名の方が今年度で終了になりまして、１名の方が継

続となるので、１名の方と２名の新規を予定して令和６年度は予算計上をしております。 

 もう一つの市の新規就農者経営支援事業のほうにつきましては、対象者が令和３年度、

４年度、５年度ということで、１名の方が対象となっております。令和６年度につきまし

ては、この方はもう本年度で終了になってしまうんですが、先ほど申し上げましたよう

に、国のほうから１名終わった方が１名こちらのほうに活用されるのかなということを見

込んでいる予算と、あと別にもう一人新規の方がいるということを想定して予算を計上し

ているところです。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 こちらにつきましてもあれですか、やっぱり周知というのは、りゅうほーですとかホー

ムページとかなのかなと思うんですけれども。そうですよね、なのでぜひやっぱり農業支

援というか、新規農業者支援につながるように、周知方法ももうちょっと工夫するといい

のかなというふうに思うんで、ぜひ今後ともよろしくお願いします。 

 最後なんですけれども、105ページの森林公園リニューアル事業についてなんですが、

こちらにつきましても、以前、質問というかお伺いした際に意見もさせていただいたと思

うんですが、まず、この森林公園リニューアル事業について、令和７年がグランドオープ

ンの予定で、令和６年、一部どこかでオープンしますよというところなんですが、それに

ついて、もう一度ちょっと詳しく教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 森林公園のオープンの予定についてお答えさせていただきます。 

 令和６年７月にプレオープン予定なんですが、こちらでは管理棟と、あとアスレチック

施設をオープンする予定でございます。 
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 10月にマウンテンバイクを活用したフロートレイル施設、あと小さな子どもたちの遊び

場となる、無料ですけれども、バックプレイグラウンド、あとこちらも無料施設となりま

す園路内に五感を感じながら楽しめる10アイテム程度の施設を設置した散歩コース、フォ

レストセンスパスという散歩コースになります、これを10月にオープンします。 

 ３月にそのほかの、７年３月に管理棟とあとトイレ、炊事場、キャンプ場、バーベキュ

ー施設などをオープンする予定となっています。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 ありがとうございました、詳細に。 

 ７月からプレオープンして、10月にマウンテンバイクのですとか、散歩コースですと

か、徐々にそれがオープンしていくわけじゃないですか。それはオープンしっ放しという

ことでいいんですよね。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 そのとおりでございます。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 すみません、ありがとうございます。 

 あと、キャンプ場についてなんですけれども、来年の３月からオープンということなん

ですが、これについて以前もご意見させていただいたんですけれども、フリーサイトにつ

いて検討はされましたか。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 以前にお話あったテントサイトというようなお話でございますが、今回、キャンプ場と

しては、オートキャンプ場が80と、あと泊まる施設としてキャビンハウスが５棟ありまし

て、キャビンハウスの５棟ある場所に、ちょっと今の段階でははっきりは言えないんです

けれども、その辺にテントサイトを設けようかというような話はございます。まだ確定で

はございませんが、今、そのような検討をしているところでございます。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 あと、キャンプ場もそうなんですけれども、あとバーベキューできるようなところもあ

ると思うんですが、バーベキュー場ですとか、キャンプ場の１年間を通じて利用できる期
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間というのは、やっぱり設けるんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 利用できる期間については通年ということで、１年間利用できるというようなことで考

えております。 

  

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 ありがとうございます。 

 あと、もう一つ、以前もお話しさせてもらったんですけれども、価格の設定のところ

で、市民価格というのはご検討されていましたか。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 あくまで提案書によるものでございますが、金額については、先日ご説明させていただ

いたとおりですが、市民割引については予定しているんですが、まだ具体的に幾ら割引と

までは至っていない状況でございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員。 

 

後藤光秀委員 

 ありがとうございます。ぜひご検討ください。 

 それから、先ほどのフリーサイト、テントができるサイトをハウスの近くに設けようか

という話の段階だということだったと思うんですけれども、やはり１年間通年通してキャ

ンプができるというふうな施設を造る大きなリニューアルじゃないですか。もうこれ断言

でます、断言して言いますので、絶対にテントサイト、フリーサイトを設けたほうが利用

者数は上がると思います。 

 そして、オートキャンプというともちろんファミリーキャンプがほとんどメインになる

かと思います。もちろん森林公園は大きいですから、マウンテンバイクですとか、散歩コ

ースですとか、お子様連れの利用者を大多数の見込みをそのファミリー層に当てているの

かなというふうに印象を持つんですけれど、キャンプとなって１年間いつでも行けるよと

なると、まさに例えば冬ですとか、それこそ土砂降りの梅雨のときですとか、そういうと

きに来るような人たちっているんです、本当に、本当にいるんです。 

 ぜひ、せっかくリニューアルするところもありまして、これも意見になるんですけれど

も、やっぱり龍ケ崎の牛久沼のたくせんですとか、八代のキャンプサイトですとか、龍ケ

崎市にもキャンプのできる場所というのが増えてきている。その中で、森林公園がこれだ

け大々的にリニューアルするというところですので、やっぱりぜひアウトドアのできる龍

ケ崎市というところで、広告というか、打ち出していってほしいな、ＰＲしていってほし

いなという思いもありますので、ぜひ森林公園のリニューアルに伴って、ほかのキャンプ
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地も含めて、こういうサイトがあるんだよ、こういうところができるんだよ、森林公園で

ももちろんテントサイトもあるんだよという、フリーサイトもあるんだよというところ

を、ぜひ目指していってほしいなと思いますので、改めて要望とさせていただきます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 幾つか質問をさせていただきます。 

 まず最初に、47ページの３番目のまちづくりポイント制度推進事業なんですけれども、

これ結構長年やっているものなんですが、ちょっと教えていただきたいんですけれども、

現実的に交換される方がどの程度いて、世代とかがもし分かったら教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 交換させている世代については、ちょっと統計等は取っておりませんが、高齢の方がほ

ぼ多いのかなというふうには思っております。あとは小・中学生の方も対象とした商品交

換というのも学校を通じてやらせていただいておりまして、今、交換をしているような状

況でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 ありがとうございます。 

 私も集めているんですけれども、ちょっと気づくと日にち、期限が切れていて、またそ

の上から貼っていくという、何か無限ループのような感じでなかなかたまらないという状

況がありまして、以前にもちょっとこれ期限撤廃したらというご意見いただいたりとか、

あとやはりまちづくりを多くの皆さんに参加していただいて、やはり意識を高めていただ

くというものなのかなと思うので、何か例えば市民の方から要望があったり、それに対し

て検討したりということはあったのでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 シール期限がございますので、それが切れてしまってというのは、やはり窓口等でもお

声としては伺っております。今後、ポイント制度についても、担当課としてちょっと見直

しを図っていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 
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 ぜひ、やはりポイ活する身からすると、たまるのがやっぱり楽しみなので、それが成果

として評価できると、また子どもたちもそういうのに参加するという意欲、掃除の件もあ

りますけれども、それがなくなっちゃうのもありますけれども、そういうのでまちづくり

に小さいときから参加できるというのはとてもいい取組なので、ぜひ市民の声を聞いてい

ただいて、よりよい内容にまたバージョンアップしていただければと思います。よろしく

お願いします。 

 では、次は55ページの下から２番目の地域活性化起業人派遣事業、地域経済活性化支援

を教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 事業内容でよろしいですか。こちらの事業内容につきましては、三大都市圏に所在する

民間企業の社員を一定期間受入れまして、そのノウハウや知見を生かすというもので、

我々のほうの課では、ふるさと納税グループのほうに職員を派遣をいただいております。 

 その派遣先なんですけれども、エクスノアという会社から派遣をいただいておりまし

て、この方、ゲームデザイン30年ほどやっていた、グラフィックデザインを10年ぐらいや

っていたという経験を持つんですけれども、そういった経験をふるさと納税のサムネイル

と言われるもの、ポータルサイト上の画像、そういった加工等をやっていただいて、ふる

さと納税の業務の貢献していただいてもらっている、そういった状況です。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 すみません、たしか７月から契約して、たしか半年ぐらいだったような気が、その中に

は延長もあるみたいな感じだったので、じゃそのまま延長してまた来年度１年間お願いす

るということですよね。そうしましたら、まず半年やっていただいた成果というか、何か

こういうのがある、また後半継続した経緯というか、期待できるもの何かありましたら教

えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 取り組んでいただいたものとしましては、先ほども言いましたように、サムネイル、返

礼品の加工、その画像の加工だったりとか、あと返礼品の導入、先ほども申し上げました

けれども、新たな返礼品を導入していった、そういったものであったりとか、あとは一番

やっぱり我々担当として感じて大きいのは、ふるさと納税の業務に関する直接的なアドバ

イスですかね、情報発信だったり、運用のやり方だったり、民間事業者に委託する場合の

その民間の方が持っているノウハウだったり、そういったものを我々に落とし込んでくれ

たというのが大きかったのかなと感じております。 

 その結果として、今年度ふるさと納税の寄附も大分伸びてきたのかなと、そのように思

っております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 
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 久米原委員。 

 

久米原委員 

 ありがとうございます。 

 いろいろと知恵をいただきながら、さっきのＬＩＮＥ活用もそうですか、ＬＩＮＥの情

報発信をしていくというのもその方が提案していただいて。いろいろと提案していただい

ているということで、せっかくなんで市長、ふるさと納税、公約で大きく掲げておりまし

たし、今回は４億円目指すということで、市長は今後どういうふうに進めていきたか考え

がありましたら教えてください。 

 

萩原市長 

 頑張ります。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 具体的に聞きたかったですけれども、じゃ頑張りますが意気込みということで、分かり

ました。ありがとうございます。 

 では、次、57ページの上から２番目の乗合タクシーなんですけれども、前年度から600

万減の予算になっておりますが、その内容についてお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 すみません、600万減……ちょっともう一度確認させていただいてよろしいでしょう

か。 

 

久米原委員 

 予算が減額になっているんですけれども、その理由を教えてください。 

 

仲村都市計画課長 

 失礼しました。乗合タクシーの運行補償金、Ｒ５年度の予算が約520だと思うんですけ

れども、そこから今のＲ６の当初が460万になっているという減額ということでよろしい

ですか。 

 大変失礼しました。単純に実績に基づいて試算した結果、このような減額になっている

と。昨年度も500万強の予算は計上しておりましたが、結果的に見込みとして今年度も当

初予算並みの結果になるというふうな見込みが出ておりますので、当初予算においては、

この金額で要求しているというふうな内容でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 すみません、私の勘違いだったのかしら。結構な減額だなと思ったんですけれども、じ

ゃ利用者が減っているということで、それに合わせて予算を減らしたということですね。 
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後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 逆に言うと、昨年度の当初予算が見込みが大きかったというふうな。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 公共交通これからいろいろ考えてはいくと思うんですけれども、この乗合タクシー、や

はり必要とされている方も多いですし、あとはきっと、もっとよくしてもらいたいという

方もいらっしゃると思うので、行先がもっと増えればいいなというものもあります。それ

は要望としてお話しさせていただいて、次は、その下の路線バス昼間割引事業なんですけ

れども、150万円増額の理由を教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 路線バスの昼間割引については、これまで当初の協定の中で、損失補償分をどういうふ

うに取り扱うかということで、1,050万という損失補償額を見込みがって、それを市と関

東鉄道と昼間割引をしたことによって利用増を見込んで、それを３分の１ずつ計上して

350万というふうな扱いでこれまでやってきたところなんですけれども、一般質問等でい

ろいろお答えしているとおり、運転手さんの不足であるとか、あと人件費が上がってい

る、燃料費が上がっているなんていうことがあって、結果的に市は350万、３分の１しか

見ていなかったんですけれども、そのほかの利用増というところにつながらなかったわけ

です。その分を関東鉄道が考え方としては見てきたというところがあって、ちょっとこれ

見直ししていただけないだろうかということになって、その1,000万という損失補償の見

込みの分の半分何とか見てもらえないでしょうかというふうな申立てがあって、今後、市

内200円、今200円ですけれども、すみません、昼間割引で210円なのですけれども、その

路線をキープしていく、昼間についてはキープしていこうという考え方の下、今回500万

ということで、150万増で増額要求させていただいたというふうな内容になっています。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 そうしますと、この昼間割引の時間帯の減便ありましたよね、その時間帯は減便はなか

ったということですか。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 すみません、ちょっと今、手元に正確な数字は持っていないんですけれども、減便はあ

りましたけれども、昼間についてはそんなには多くはなかったというふうな記憶していま

す。 
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 どちらかというと、やっぱり19時以降減便があったとかというところのほうが大きかっ

たかなというふうな内容になっています。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 あとは、どの程度の方がこの時間帯に利用しているかというのは、確認はその都度され

ているんでしょうか、年度ごとにというか。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 昼間割引の時間帯にどれだけというのは申し訳ございません、利用者数はつかんではお

りません。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 ちょっと私も自分の住んでいるところが、もう関鉄さんもバス減っちゃってほとんど走

っていないし、ほとんどバス利用があまりないから、感覚がちょっと分からないんですけ

れども、ふだん昼間割引の時間帯に利用者がほとんどいないところに補助をつけるという

よりももっと違う……違う、専門家があちらにいたんで、分かりました。ただ、利用して

いないのに動かすというのも……違うのね。分かりました。 

 すみません、ちょっと誰も乗っていないのに動かすのはどうなのかなと思ったりもし

て、その辺の兼ね合いがちょっとどうなっているのかなという部分と、その利用者数がど

の程度いるのかというのも、ちょっと本来だったらちょっとせっかく補助しているわけで

すから、どの程度利用しているのかというのも、ちょっと確認していただけるといいのか

なと思います。すみません。 

 じゃ、88ページの、すみません、一番下の公共施設太陽光発電設備等導入可能性調査費

について、もう少し詳しく教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 市内にある公共施設に太陽光発電設備が導入できるかどうかを調査する費用になりま

す。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 どのように調査する、どのように例えばセットしてするのか、1,100万円ですよね。 

 

渡辺生活環境課長 
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 各施設、その建築年数とか屋根の形とか違いますんで、それぞれの施設について、そも

そも太陽光が導入できるのかどうかという施設を10施設程度ピックアップして、導入でき

る施設について、どのくらいの容量の太陽光が載せられるか、それによって収支がどうな

るかというような検討まで含めた調査を行う予定でおります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 分かりました。 

 城西中なんかは、もう結構前から太陽光パネルついていて、今回も予算の中にその売っ

た金額が入ったりとか歳入もあったりとかするので、太陽光発電、いろいろ問題もあると

は思うんですけれども、電気代も高騰していますので、必要なところには上手に設置して

いくといいのかなと思います。 

 次、101ページの一番下、通学路安全対策事業なんですけれども、グリーンベルトを多

分やっていただけるということで、どのあたりでどの程度できるのか今年度、お聞きしま

す。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 お答えします。 

 令和６年度の当初予算から旗上げした事業になります。令和６年度につきましては、龍

ケ崎市駅西口のコンビニというかヤマザキデイリーストアから東側部分１か所と、あと馴

柴小から県道竜ケ崎潮来線に向かってが１か所、合計２か所を予定しております。 

 どのぐらいの費用でしょうか、ということなんですが、今年度の実績ベースになってし

まうんですが、若柴のⅠ－２号線、いわゆる若柴宿の中を、グリーンベルトを補正予算を

使って実施したところなんですが、これにつきましては、35センチ幅で片側にグリーンベ

ルトを設置しました。これにつきましては、１メーター当たり1.4万円でできましたの

で、大体同程度の規模になるかと思っております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 ありがとうございます。 

 ちょっとなかなか狭いところは難しいようなお話も以前言われたことがあるんですけれ

ども、狭いところでもしっかりつけていただけるということで、よかったなと思っており

ます。やっぱりこのグリーンベルト、色分けすることによって歩行者の安全も保てますの

で、しっかり要望いただいたときには、これからも対応していただければなと思っており

ます。ありがとうございます。 

 最後の質問です。 

 103ページの排水路整備費の中の排水路整備事業、川崎町のまた工事が新規であるとい

うことで、ちょっと内容教えてください。 
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後藤敦志委員長 

 石井下水道課長。 

 

石井下水道課長 

 川崎町の工事についてご説明申し上げます。 

 平成30年、令和元年度に工事されていまして、今、場所で言いますと工事事務所の前辺

りになるんですが、護岸の工事が進んでおるところがあります。そこの上流部分の名前は

ちょっとないんですが、ヨーカドーのほうからずっと下りてきまして、小さな橋がござい

ます、丁字路になっているところの。そこの橋のたもとのところが13.2メーター、あと今

既に整備が済んでおります新川崎橋工事事務所の正門前の橋、そこの下流部分が64メータ

ー、合わせまして77.2メーターの鋼矢板での同じ工法になるんですが、工事を行う予定で

おります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員。 

 

久米原委員 

 ありがとうございます。 

 あの辺も本当に一時期崩れてきたりとかして危ないところも多い中で、徐々に工事場所

が広がっているということで、きれいになっていくのはいいことだなと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 加藤です。久米原さんが聞かれていた昼間割引を、すみません、何か反応しちゃってす

みませんでした。一般的に考えると、先ほど久米原委員がおっしゃられたとおり、やっぱ

り実態が分からなくて補助を続けるのはどうなのかというのはやっぱりあって、もっとも

だと思うんですけれども、昼間割引、これちょっとおさらいなんですけれども、全国初の

制度で、バスの運賃は、昼間割引なぜすごいかというと、始発から終発まで１日の割引と

いうのは全国でいっぱい事例があるんです。これは国も認めてくれるんです。 

 龍ケ崎市がやっているのは、朝８時から夕方５時までの出発地点からの運行について昼

間割引しますという制度なんですけれども、そうすると始発から昼間割引やるまでの８

時、あと夕方５時から11時以降までの乗車する人は、結局安い運賃のメリットが受けられ

ないわけです。そういうのは、やっぱり運賃政策としては駄目だというのが原則なんで

す。それをやっぱりコミュバスの運行を開始したときに、コミュニティバス、路線バス含

めて市内の公共交通については、同一運賃でどのバスに乗っても運行できるという運賃の

協調政策という考え方で、国が特例で社会実験という形で認めてくれたんです。 

 私もう担当外れて随分経つのでちょっと分かりませんけれども、私が市役所にいた時代

までは、龍ケ崎市の昼間割引というのは社会実験のままです。これは当時の民主党政権の

ときに、昼間割引やっぱり事業仕分で廃止って話が出たんですけれども、１回廃止したら

もう次出せないので、これなかなか難しい制度なんです。 

 前に一度、関東鉄道で特定日を指定して、ある程度、昼間の調査をしてもらって、明ら

かに昼間割引の結果で利用者が増えているという状況を調べていただいたときがあるの

で、ぜひ担当課のほうには、昼間割引の効果を判定できるような内容について、関東鉄道
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とちょっと相談してほしい。すみません。 

 じゃ、質問に入ります。 

 

 

加藤委員 

 すみません、そんな状況です。 

 じゃ、アクションプランの９ページのまちなか再生推進事業、予算書で97ページの報償

費で32万5,000円で金額が載っているんですけれども、アクションプランの中に、市民や

地域の団体等とのワークショップなどの開催と掲載されているんですけれども、具体的に

どのような団体と何をテーマにワークショップをするのか教えていただければ。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 この取組についてですが、関東鉄道竜ヶ崎駅から砂町までの商店街どおり、いわゆる中

心市街地、こちらの再生事業につきまして、今後どのように取り組んでいくのかなどとい

ったことを、市民の方をはじめ地元の商店会や関係機関、団体の方などと協議をする場を

設けたいと、このように考えております。 

 現在、協議の場について、いつ誰がどのように進めていくのかなどといった運用の方法

について調整しておりますが、この協議の場に、まちなか再生に関する専門的な立場の

方、もしくは経験を有する民間の方に入っていただき、今より客観的な目線でまちなか再

生についてのアドバイスや提言をいただきたい、そのように思っている事業です。 

 今、これはあくまでも案なんですけれども、そのメンバーとしては、市民の方であった

り、市民団体、また先ほど申し上げました商店街、それと関東鉄道さん、また、あと観光

物産協会、商工会、こういった方々をメンバーとして今のところ考えている、そういった

状況です。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 今、直接まちを盛り上げようと実際に動いている団体も幾つかあって、議会のほうにも

声がかかって、これ個人の持ち物ですけれども、川北邸の見学なんかも議会の方にも声が

かかっていて、地域にはいろんな財産があるので、ぜひ机上の空論にはならないように、

実際に直接活動している団体もあるので、そことやっぱり丁寧に意見を聞いて、そういう

団体もメンバーにぜひ入れていただけたらと思います。 

 続いて、Ｐ15ページ、アクションプランです。龍ケ崎市の道標の発刊です。予算書では

恐らく89ページの環境行政推進費の需用費の中の印刷製本か何かにきっと入っているの

で、予算書上はちょっと見られないんですけれども、これを作成した市内約70か所が、67

か68かどちらかだと思うんですけれども、市民環境会議の皆さんには、本当にこれをまと

めていただいたことに敬意を表したいと思います。 

 この道標調査の結果は、やっぱり龍ケ崎市の大きな財産で、これをよりどころに龍ケ崎

市内をまち歩きするためのいいツールだと私は思っているんです。龍ケ崎の旧市内には道

標少ないですけれども、市内いろんなところに点在していて、相当な数歩いて、これを今

回できる道標調査のこのパンフレットができると、これを見ながら龍ケ崎市の歴史をたど

るような形のことができるので、こういったものがまとまってよかったなと思っているん
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ですけれども、具体的にこの龍ケ崎市の道標の発刊で、どんなことが内容として紹介され

ていて、何部作られるのか。あと有料販売とかあるのかどうか教えていただきたいと思い

ます。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 お答えします。 

 龍ケ崎の道標については、市民環境会員の皆さんが何年もかけて市内各地調査していた

だいて、市内に存在する道標の写真を撮ったり、位置を確認したりしています。それの結

果をまとめた冊子ということで、令和６年度に、市のほうで印刷製本費のほうを予算計上

させていただきました。内容としましては、全102ページでフルカラー、これを一応600冊

作成する予定でおります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 計画課でやっていますシェアサイクルやって、この道標調査のポイントに何か所か、今

日、今、自転車で歩いているんですけれども、ぜひそういう形の事業にも使えるので、ぜ

ひ予算枠内だから難しいんでしょうけれども、私は増刷も含めてもうちょっとこれ来た

ら、私、現物見ているんですけれども、とっても面白い資料ですので、冊数をもっと増や

したらいいかなと、これはあくまでも意見です。すみません。 

 続いて、アクションプランの18ページのコミュニティバス運行事業と乗合タクシー運行

と、それから新規で公共交通の再編事業、それから19ページにＡＩオンデマンド交通社会

実験と四つほど公共交通に関するものが、先ほどの昼間割引を含めて出ていまして、アク

ションプランを見ていただくと、18ページの右の一番下に、公共交通再編生事業で、都市

計画課でコミュニティバス等の現状分析やＡＩオンデマンドの交通社会実験の結果を検証

し、令和７年４月１日からのコミュニティバスとの再編準備及びＡＩオンデマンド交通の

本格運行に向けた検討を進めますとなっています。 

 これ結構、今後の公共交通考えるうちで大事なことだと思っているので、私、ちょっと

お聞きしたいのは、ＡＩオンデマンドのほうも令和６年度に成果を点検するということを

18ページに、６年度は現状分析とＡＩオンデマンド交通運行について検証すると書いてあ

るんですが、聞きたいのは路線バス、コミュバス、ＡＩオンデマンド交通、スクールバス

など含めて、各交通手段の目的を公共交通再編整備事業の中で、もう一度交通目的と手段

の関係を整理されるのかどうか、それが結果としては、地域公共交通計画を全体を見直す

ことを、ここでは意味したことが書かれているのかどうか、まず教えていただきたいなと

思います。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 公共交通計画を見直すのかというところで、当然令和７年４月、今、再編に向けてＡＩ

オンデマンド交通については実証実験を、今、実施しているところでありまして、その

後、多くの一般質問等でもお答えさせていただいておりますが、どうやったら最適化して
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いくのかというふうにしていく、今、検討を進めている段階なんで、それを反映させた既

存の公共交通の計画では、令和３年につくりましたものですけれども、まだＡＩオンデマ

ンド交通どのようにしていくのか等々の具体策、導入の検討はしますというふうな書き方

しておりますので、これが仮に本格導入するというふうになった場合であるとか、導入し

ないという場合でも現状の路線、運賃等々の在り方については見直す余地があるというふ

うに考えておりますので、これは併せて公共交通計画についても改定していきたいという

ふうには考えているところでございます。 

 

後藤敦志委員長 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 細かい内容はともかく、これ、これだけの交通、全体で再編すると結構イメージづくり

が大事だと思って、私は思っているんです。だから早めに交通手段と目的の関係と、運賃

の政策をどうしていくのか、その辺の大きな観点どころを早めに検討されて、市長、副市

長とよく相談されたらと思います。これについては以上です。 

 次が、アクションプランの23ページです。これ新規で載っていますごみ処理広域化推進

事業、予算書では91ページの負担金の220万円なのですが、ご存じのように、茨城県のご

み処理広域化計画、令和４年３月に策定されていて、龍ケ崎市を含む稲敷広域の枠組みの

市町村が県内10ブロックのうちの６ブロックに分かれていると思うんですけれども、県の

計画見ていくと、令和16年、2034年度に広域化が実現できる可能性があって、令和25年、

2043年度がこの第６ブロックの処理量が最大になりますよということが書かれてありま

す。 

 この第６ブロックのごみ処理の広域化計画については、15年間の期間がないと広域化の

実現には至らないと、スケジュール的には15年必要ですよと計画書に載っているんですけ

れども、するともう待ったなしでそういうのも含めて、ごみ処理の広域化の組織ができ

て、今、始まっていると思うんですが。具体的に何を聞くかというと、令和６年度の基礎

調査の内容と、それからアクションプランでは７年度、８年度はあり方協議ということに

なっているんですが、令和６年度の基礎調査の内容と、それからそれを踏まえて、今後現

時点で今後のスケジュールとか体制というのは、どんな形で進んでいくのか、お考え方が

あれば、現時点の考え方でいいので教えていただきたいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 お答えします。 

 ごみ処理の広域化については、令和５年11月に広域行政検討協議会というのが設置され

て、その専門部会として、ごみ処理の広域化について検討する広域化ブロック６会議とい

うのが設置されました。昨年、その会議において構成する団体が、部長ほうからも説明あ

りました龍ケ崎市、牛久市、稲敷市、美浦村、阿見町、河内町、利根町、これに龍ケ崎地

方塵芥処理組合、江戸崎地方衛生土木組合が加わって会議のほう構成しているんですけれ

ども、この会議において令和６年度事業として、ごみ処理広域化に向けた基礎調査業務の

ほうを発注していこうということが決定されました。 

 その基礎調査業務の内容なんですが、まずごみ処理の現状整理としまして、ブロック構

成市町村の一般廃棄物の現状について、必要な事項を整理してまとめると。各市町村の状

況をそれぞれ調査するということです。その後、ごみ処理の将来予測、各市町村の人口の

将来予測とか、ごみ排出量の将来予測を行いまして、課題の抽出類を行いまして、最終的
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には廃棄物処理体制の比較検討を行うこととしております。これは、全部で14パターンに

ついて、それぞれメリット、デメリットを検討するようになっています。この14パターン

というのは、今のブロックの中にある４施設を１施設に集約した場合ですとか、３施設を

１施設に集約した場合、同じくそれぞれで今のままの体制でやった場合というようなシミ

ュレーションを14パターン行いまして、それぞれメリット、デメリット等をまとめるとい

うことになります。 

 令和６年度に関してはこの調査で終了になりまして、アクションプランにもありますよ

うに、令和７年度に入りまして、この結果を踏まえブロック会議及び広域行政検討会議の

ほうで、どのような組合せでいくかというのを検討していくようなことになっておりま

す。 

 以上です。 

 

 

後藤敦志委員長 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 ありがとうございました。 

 体制まだまだこれからなんでしょうけれども、私はこれ専門の担当職員を置かないと、

きっと環境のものを所管にいてやるのは、ちょっとなかなか難しいと思うんです、ぜひ専

門の担当者をつけたほうがいいかなということを意見として言わせていただいて、これは

終わります。 

 次が予算書の105ページ、都市公園管理費、これきっと予算の中のお金、金額とは直接

関わらないんですけれども、恐らくこの項目だと思うんですが、一昨年かな、北竜台公

園、龍ヶ岡公園も森林公園と同じように、サウンディング調査が実施されて、簡単にサウ

ンディング調査の結果、いつやったは載っているんですけれども、具体的な中身が全く分

からないんです。ただ、提案された企業のやっぱりノウハウなので、その結果については

詳細にやっぱりホームページに載せられないということでなんですが、それはちょっと担

当課に確認したんですけれども、実際、ちょっと差し障りのない範囲でどんな提案が出て

きているのかをちょっと教えてほしいのと、２点目が、それとも関連するんですけれど

も、北竜台公園、龍ヶ岡公園は、やっぱり二つの地区のニュータウンにとって大事な公園

なんですけれども、年齢層も変わって使い方も随分変わってきていると思います。特に北

竜台公園については、全然再整備をしていないので、ちょっと時代に合わせるとちょっと

公園の造り方変えていくしかないかと思って、なおかつ、あそこは昔は桜、ソメイヨシノ

の名所ですごかったんですけれども、今は斜面に咲いている桜もほとんど立ち枯れで、ち

ょっと公園の名所とは言えないような状況です。 

 そういったことも踏まえると、あそこの活性化のためにも再整備をぜひ検討してほしい

んですけれども、それについて現時点で、10年計画、５年計画にも載っていませんから、

現時点ではまだ交渉段階なんでしょうけれども、それについての考え方あるか。 

 もう一つは、龍ヶ岡公園については、以前一般質問でも意見を言わせていただいたんで

すが、今も土日、ものすごい人が来ていて、大型遊具できたのは大変よかったんですけれ

ども、あの遊具一つだけでは、ちょっと時間を半日、一日潰すのには少し魅力が足りない

と思うので、あれだけ人が来ている施設だからこそ、余計投資をして人を呼べるような施

設に、もうワンランク上げるような形で整備したらどうかなと思っています。 

 それとあわせて、ソフトの仕組みでは、今、キッチンカーがあそこに何軒か日曜日出て

いるときあるんですけれども、恐らく許可を取られているとは思うんですけれども、キッ

チンカーもどんどん出すのも認めてあげたらいいし、場合によっては、月に１回でも構い

ませんから、民間のイベント事業者にぜひ年間を通じて、あそこで人寄せのためのイベン
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トをぜひやってもうけてくださいということで使わせるのは、そういう公園があってもあ

りだと思うので、あそこはなぜ公園としていいかは、子どもたちだけで遊んでいても死角

がないことです。下の破竹川調整池に行くと死角がありますけれども、危険なところがあ

るんですけれども、上で遊んでいる部分には死角がないので安心して遊べる公園だと思い

ますので、そういう魅力づけをちょっと考えたらいいと思うので、もう少し民間活力で自

由に使わせてあげたらと思うんですけれども、その辺についてどう考えていらっしゃるの

か。 

 ちょっといろいろ言ったからちょっと分かりにくくなったと思うんですけれども、サウ

ンディング調査の結果で、言える範囲のことで教えていただきたいのと、あとは龍ヶ岡公

園の民間活用についてどう考えていらっしゃるか、ちょっと教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 それでは、まず一つ目のサウンディング調査の内容についてでございます。 

 加藤委員のほうからありましたとおり、ちょっと企業独自のノウハウがあって詳細につ

いてはちょっと申し上げられないところがあるんですが、調査の結果の概要につきまして

は、まず一つ目が、既存施設の利活用に関する提案、便益管理施設の再整備の提案、イベ

ントや講習会開催の提案、あと公園全体の管理運営に関する提案、あと複合的な公園の管

理運営に関する提案などがサウンディング調査のときに提案されてございます。 

 続きまして、二つ目に北竜台公園の今後の整備についてですが、サウンディング調査で

は、残念ながら北竜台公園については提案というのはなかったんですけれども、当市とし

ましては、主要アクションプランにもあるとおり、大規模公園の魅力度を高めることを掲

げておりますので、引き続き民間の活用も視野に入れて、再整備の検討をしてまいりたい

と思います。 

 そして、最後に、龍ヶ岡公園の魅力度アップに関してなんですが、こちらにつきまして

も、週末のほうはキッチンカーが並んでクレープなどを販売したり、申請になったものに

ついて許可をしてどんどん出店していただいているところなんですが、今後も引き続き、

民間活力導入して、にぎわいのアップ、そして魅力度を高めることにつなげてまいりたい

と考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 すみません、最後もう一つだけ。今のやつでイベントを打つと、周りのホームセンター

とか勝手に車置かれて苦情がいつも来るということで、イベントすると結構そういう苦情

あるみたいですけれども、その辺も上手に調整しながら、やっぱり地域のにぎわいづくり

のために必要だからと理解を得ながら、ぜひやっていただきたいなと。 

 最後は、予算書の101ページ、道路維持補修事業、これ具体的に何というよりは、12月

の一般質問でお聞きしたら、道路の街路樹の管理指針をつくられたので、まずは都市計画

道路だけで結構ですから、街路樹の現状についてぜひ点検していただきたいなと思ってい

るんです。 

 立ち枯れも結構あるし、根元から切ったやつもあるんですけれども、以前もお話しした

ように、街路樹ってやっぱり木独自の種類によっての木の形なりがあって、あとなおかつ

やっぱり街路樹が連続することの一体性がやっぱり街路樹の魅力でもあるので、現状のほ

うをまずは点検していただくことを要望して、私の質問を終わります。 
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 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 先ほどの加藤委員の質問のアクションプランの中で、公共交通の計画見直していくのか

ということで、当然見直していくんですけれども、今後、現在の一応予定ということで、

３月19日の地域公共交通協議会の中で、新たな考え方等々についてまずはご説明させてい

ただこうかなというふうなところで進めているところでございますんで、補足させていた

だきます。よろしくお願いします。 

 

後藤敦志委員長 

 よろしいですか、加藤委員。 

 ほかに質疑ありませんか。 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 自分も３点だけ質問させていただきます。 

 95ページ、スマート農業支援事業で、先ほど久米原委員も質問していましたけれども、

要するに高齢者とかになって農業やっている人が、もう年取っちゃったからできないとい

うことで、その地がもう雑木林というわけじゃないですけれども、草ぼうぼうになっちゃ

って、もうただでもいいからやってくれという人がいるんですけれども、私の知り合い

で。そういう高齢者の農業の人に対しての対策というか、どういうような展開をやってい

く予定でしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 高齢者の対応、対策ということでございますけれども、まず今回スマート農業の支援事

業を導入した一つの要因として、高齢者に対応できるようにということで、高齢化になっ

た方でも農業を続けていられるようにということで、この導入をさせていただくことにな

っているんですけれども、デジタル化を進めることで、作業効率であったりだとか、経営

コストが削減されますので、導入していただけるように市のほうとしては支援していきた

いところなんですが、まず現段階ではデジタル化の移行というところに抵抗感も根強い方

も結構おられますので、まずは今回導入するスマート農業の中で、ソフト的な経営管理ソ

フトというような導入しやすいＩＣＴであるとか、そういったものについて支援をしてい

きながら、担い手不足であったり、高齢化の対策につなげていきたいというふうに考えて

おります。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 ありがとうございます。 

 ぜひ続けていただいて、よろしくお願いします。 

 二つ目の質問なんですけれども、にぎわい広場管理費で、失礼しました、97ページで



34 

す。これの内容をちょっと教えていただけますか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 にぎわい広場を適正に維持するための費用及び広場敷地の借地料でございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 水辺公園なんかもいろいろやっていらっしゃる……それは違う。 

 

後藤敦志委員長 

 続けてください。 

 

櫻井委員 

 大丈夫です、すみません。 

 交通安全設備整備事業なんですけれども、101ページ、グリーンラインなんかも引いて

もらえるという話で、その道のところに、結構暴走するじゃないですけれども、学校の前

をかっ飛ばして結構来る人とかいて、警察なんかとも連携していろいろやってらっしゃっ

ているという話も聞いたんですけれども、そこでグリーンライン以外にも、学校が近くに

あるよというような、そいうアピールできる、何かそういう絵じゃないですけれども、そ

ういうのありますよね。そういうのを貼っていただけるとか、検討していただきたいとい

うのが一つありまして、それをちょっと要望として言わせていただきます。すみません。 

 じゃ、以上で大丈夫です。 

 

後藤敦志委員長 

 答弁よろしいですか。 

 

櫻井委員 

 答弁は、私、要望なんでいいです。 

 

後藤敦志委員長 

 休憩します。 

 午後１時再開の予定であります。 

 

【休 憩】 

 

後藤敦志委員長 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 ここで、鴻巣地域づくり推進課長より、発言の訂正の申出がありましたので、これを許

可いたします。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 先ほど後藤光秀委員のほうからご質問がありました市民活動サポート推進事業の市民活
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動サポート補助金の内容について訂正をちょっとさせていただきます。 

 二本立ての支援ということでご説明いたしましたが、そのうちのスタートダッシュ支援

におきましての対象団体の内容がちょっと誤りがございましたので訂正いたします。 

 ６か月以上、２年未満ということで回答させていただいたんですが、正しくは、新規ま

たは設立後２年未満という規定になってございます。訂正いたします。 

 

後藤敦志委員長 

 後藤委員よろしいでしょうか。 

 続きまして、仲村都市計画課長より、訂正の申出がありますので、これを許可いたしま

す。 

 

仲村都市計画課長 

 久米原委員のほうからの質問時の57ページの路線バス昼間割引事業について、まず１点

訂正なんですけれども、昼間割引時間帯の利用者数ということで、把握していないという

ふうにちょっと申し上げてしまったんですが、年に１回報告を受けておりまして、昨年度

令和４年の実績ですと、424人の利用があったという報告を受けております。 

 もう一点、昼間割引の時間帯の便数、どのぐらい減ったんですかというところ、ちょっ

とはじいてみました。全体でダイヤ改正前が130便だったのが123便に７便減便となってお

ります。 

 以上でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 久米原委員、よろしいでしょうか。 

 最後に、秋山農業政策課長より発言の申出がありますので、これを許可いたします。 

 

秋山農業政策課長 

 午前中の櫻井議員のスマート農業に関する質問の中で、ちょっと補足説明をさせていた

だければと思います。 

 まず、高齢者に対してということで、スマート農業を導入することでコストの削減とい

うこともあるんですけれども、機械を自動的に動かすようなことができるよう可能になり

まして、作業負担の軽減につながるということで、高齢者の方に対しても導入を支援して

いきたいというふうに考えております。 

 さらに、ご質問の中で、最近高齢者が作業がなかなかできなくなってきているというお

話がありましたけれども、今回のスマート農業のお話とは別になるんですけれども、そう

いったご相談に対しましては、農業政策課のほうで農業に関する貸手、借手のご相談、マ

ッチングのご相談なんかも乗らせていただきたいと思うので、農業政策課のほうに相談に

来ていただければと思います。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員、よろしいですか。 

 櫻井委員、どうぞ。 

 

櫻井委員 

 じゃ、空き地になりつつあるその農業の土地が、利活用しやすいような、そういう市民

とかの老人の人たちに提案をしやすい環境になるということですか。具体的にそれはどう

いう、要は農業をやりたい人を募集していますみたいな感じ、農業バンクみたいな感じな

んでしょうか。 
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後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 今回のスマート農業の支援につきましては、既に農業に取り組んでいる方、農業者の方

に、スマート農業を導入していただく。あと、これから農業をやりたいという方に対して

も、その支援をしていくというもので、それがスマート農業の支援になるんですけれども、

その耕作放棄地であるとか、畑が荒れてくるということに関しましては、地域の問題にも

なってきますので、今、地域計画というのをこのスマート農業とは別の事業になるんです

けれども、地域計画というのを策定しておりまして、その計画の中で、今、農業の問題で

あるとか、農地の問題、これから先10年の農業をどう捉えていくのかということで、今、

地域の皆さんに集まっていただいて計画を策定しているところなので、その計画の中で、

そういう今後の農地の保全の方法であるとか、貸し借り、賃貸についても、その相談の中

で話しをして計画を策定していくという状況になっております。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 これからそれは集まって相談していくということでよろしいんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 はい。地域計画の策定に関しまして、もう既に今年度から始まっておりまして、既に１

回目の話合いを終了しております。 

 龍ケ崎を八つの地区に分けて、その地区ごとの計画を策定するということで作業を進め

ている状況でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 こうやって高齢化が進む中で、農業をやりづらくなってくる、そういうのは否めない中

でして、抜本的なこの解決策というのは、その八つの地区の中で話合いで出たんでしょう

か。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 やはりどの地区におかれましても、今後10年間の中で、農業を続けていくのが難しい、

高齢化になっているところもありますので、そういうご意見は多数ありました。 

 一方で、農地を広げていきたいという方も各地域におられますので、そういった方との

マッチングを今後進めていきながら、農地の保全を進めていきたいというふうに考えてお

ります。 
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後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 広げたい人にもうどんどん貸していくと。今東京なんかでは、結構コンクリートで固め

られている人たちが多くて、農業は結構やりたいという人が多くて、それで、通いやすい

この土地、都内から車でも１時間とか、電車では40分ぐらいで来られますので、そういう

ような人たちにやってもらうとか、何か手伝ってもらうみたいな、そういうのは話合いに

出ましたでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 農業の担い手不足というところがあるので、農業を手伝っていただける方がいたほうが

いいというお話しもあったかとは思うんですけれども、ただ、いざすぐに農作業に従事し

ていただくとなるとなかなか難しいので、まずは今自分がやっている農業を、こういうス

マート農業なんかを導入しながら作業の軽減に努めていきたいとか、そういう意見が出て

いたという状況でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 これからだんだん皆さん高齢化になっていって、体が動かなくなってくるという人、や

っぱりＡＩとか、そういうやりたい人を集めるそういう技術、そういうようなのでどんど

ん、これからももちろん見守っていきますので、そういうのはよろしくお願いします。 

 続きまして、いいですか。 

 

後藤敦志委員長 

 どうぞ。 

 

櫻井委員 

 都市公園管理費について、水辺公園についてどのような管理をしてきたでしょうか。ま

たは、結構あそこでイベントとかもされていると思うんですけれども、それに対しての全

容を教えていただけますか。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員、ページ数をお願いします。 

 

櫻井委員 

 105ページですね、すみません。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 
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 牛久沼水辺公園の維持管理についてお答えいたします。 

 主に牛久沼水辺公園につきましては、年３回、直営作業にて除草を実施してまいりまし

た。主にやっているのはそれだけです。今後、民間に委託して、業者さんに除草してもら

うような形で令和６年から考えています。 

 あとは、イベント等について、申請が上がってきたものについて許可を与えるといった

程度のものでございます。 

 特に今は牛久沼の増水なんかもあって、土のうが並べられている状況でございますので、

現時点で大きく何か手を入れるとか、そういったことはありませんでした。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 あそこの場所のトイレなんですけれども、一つしかなくて、例えば防災のときなんかも、

あそこ集まる場所になるとは思いますけれども、そうすると、何か人が集まるイベントが、

例えば以前にやられたときも、すぐ行列になっていて、すごいそれを言われたことがあっ

て、行列のできるトイレじゃなくて、行列ができないように、それ、みんなやっぱりおし

くら我慢するの大変なので、その辺をちょっと考えていただきたいと。要は、増やしてい

ただきたいということなんですけれども、その辺はちょっとお気づきはなりましたでしょ

うか。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 トイレが少ないことは認識していたんですが、正直言って、行列ができることは知らな

かったので、今後検討してまいりたいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 櫻井委員。 

 

櫻井委員 

 一刻も早い、それちょっと、本当にトイレ我慢するの大変なので、あそこトイレないか

ら行きたくないという人もいるかもしれないので、すみません、ここをよろしくお願いし

ます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 大竹委員。 

 

大竹委員 

 先ほど山﨑議員と久米原議員からもご質問ありました、ふるさと納税について質問した

いと思います。 

 ページ、37ページ、それと、あとアクションプラン、23ページですね。 

 37ページのその財産収入の18、給付金についてで、ふるさと納税の寄附額を４億円とし

ていますが、ふるさと納税の寄附額の実績、それから伸び率をお聞かせください。 
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後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 令和３年度からちょっと申し上げます。 

 令和３年度の寄附額は１億8,833万3,000円、令和４年度の寄附額は１億9,907万9,000円

です。今年度につきましては、２月現在の速報値になりますが、約２億4,300万円であり、

過去最も寄附額が多かった平成28年度の２億4,724万9,001円に今迫る状況となっており、

その伸び率でございますが、前年度の同月比で約127％となっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 大竹委員。 

 

大竹委員 

 しっかりとやっていただいている数値を今お聞きしました。 

 次の質問いたします。 

 ふるさと納税の寄附額を４億としていますが、どのように寄附額を増やしていくのか。

また、４億円とする根拠をお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 今年度の状況を分析しますと、ポータルサイトの増加やターゲティングを重視した宣伝

広告の実施を要因とした寄附額の増加が見られる状況だと考えております。 

 これらを踏まえまして、令和６年度につきましては、各ポータルサイトにおける特性を

考慮しながら、より寄附者に伝わりやすい内容にすることやインターネットを介するだけ

でなく、リアルに寄附者との交流等を通じて、本市のふるさと納税の魅力を伝えていくこ

となど、これまで取り組んできたことも継続しながら、新たなチャレンジ、これに取り組

んでいくことで寄附額を増やしてきたいと、そのように考えております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 大竹委員。 

 

大竹委員 

 ただいま課長のほうから、新たなチャレンジというお言葉もいただきましたけれども、

そういう中で、萩原市長が泉佐野市との協定を結んでくれましたね。そういう中で、泉佐

野市と協定を締結したが、その内容や経緯をお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 昨年11月、萩原市長が全国青年市長会でもお付き合いのあります泉佐野市を訪問した際、

特産品の販路拡大や周知・ＰＲの難しさを打開するため、協定を結んだ自治体同士で、特

産品をイベントや物販施設等で相互に取り扱う特産品相互取扱協定のご案内を頂きました。 
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 都道府県の垣根を越え、両市の地場産特産品の宣伝と販路拡大に大きく寄与するもので

あることや、平素より市政に必要な各種意見、情報の交換を行っているというご縁がある

こと、こうしたことを踏まえまして、両市の特産品をはじめ、経済等観光産業の発展を趣

旨として、本年の１月31日に協定を締結したものでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 大竹委員。 

 

大竹委員 

 今の答弁で、大きく将来に対して期待が持てると思っております。 

 私、茨城県で非常にこのふるさと納税で力を発揮しているのが、境町と、最近は守谷市

なんですね。境町が、令和４年で59億5,300万、守谷市が、令和４年で55億6,123万6,200

円。寄附件数が26万1,900件なんですよね。 

 私、たしか２年前境町に行ったときにお聞きしたのは、境町へ守谷市のスタッフが行っ

て、よくそのふるさと納税に関しての戦略、そういうのを勉強してきたというお話し聞い

ています。そういうことを、今後のこの協定が、意外と力を発揮していくんではないかな

と、そのようなことを思いながら、この泉佐野市との締結に伴って、これから何か連携が

なされて、事業展開がどのようなことがあるのかなと、そういうところをちょっと聞かせ

ていただければ幸いです。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 このたびの協定なんですが、特産品を通じて相互の交流並びに特産品のＰＲや販路拡大

を図る内容のものでございます。ふるさと納税に関するものではございません。 

 具体的な事業に関しては、現在調整中ではありますが、本市及び泉佐野市の双方のイベ

ントでの特産品のブースの出店や両市における物販施設等での特産品の取扱いなどを展開

できればと、このように考えております。 

 本市にとりましては、泉佐野市が関西国際空港を有する国際都市であることを鑑みます

と、外国人観光客やビジネスマンといった、本市だけではなかなか関係性を持つことが難

しい層へのアプローチ、こういったものも期待できることや、令和７年度ですか、大阪万

博、こういったものも予定されておりますことから、本市のＰＲに一定の効果があるもの

だとは考えており、もしかしたらその結果として、ふるさと納税につながるということが

あるかもしれないと、そのようには思っております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 大竹委員。 

 

大竹委員 

 ふるさと納税のホップ・ステップ・ジャンプじゃないけれども、短期、中期、長期、10

億円ぐらいのやっぱりプラン戦略をしっかり立ててもらって、それが市民の皆さん、まし

てや我々議員に対しても、目で見えるようなビジュアル感をしていただくことを強く要望

しまして、また、萩原市長に大きく期待して、私の質問を終わりにします。 

 

後藤敦志委員長 
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 ほかに質疑ありませんか。 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 はじめに、97ページ、創業支援事業です。 

 令和５年度より予算では増額になっているんですけれども、その増額内容は、創業支援、

減額の内容と、今その補助金を頂いて事業を継続している方いらっしゃると思うんですけ

れども、その補助金の継続者数と６年度の新規の見込数をはじめにお聞きします。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 すみません、今、質問があまりよく聞こえなかったので、もう一度お願いしてよろしい

でしょうか。 

 

伊藤委員 

 はい。予算上は減額になっているんですよね。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 すみません、創業支援でよろしいんですよね。 

 

伊藤委員 

 そう、そうです。減額になっているんですけれども、その減額の内容はどういうことで

すかということと、この補助金で継続している事業者数が幾つあるのかということと、６

年度新規見込みについてお聞きいたします。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 大変失礼いたしました。 

 まず、その減額でございますが、これは創業スクールの受講者を対象として、一定の条

件の下、補助をする創業促進事業、こちらが減額となるものでございます。 

 １年目の新規補助となる事業に係る経費につきまして、令和５年度が11件に対して、令

和６年度は７件。また、２年目と３年目の継続補助となる家賃に係る経費につきましては、

令和５年度が10件に対して、令和６年度が４件と補助対象者が減少したことによるもので

ございます。 

 なお、この申請件数につきましては、年度により多少のばらつきがありますので、令和

６年度の当初予算は令和５年度の実績を踏まえて積算しているといった状況でございます。 

 それと、人数で、議員さん、よろしいんですね。 

 ６年度につきましては、先ほど申し上げましたように全部で11件、新規が７件、２年目、

３年目がそれぞれ３件、１件といった状況です。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 
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伊藤委員 

 市内のそういう企業が、やはり生活していく、そこがすごく大事だと思うんです。まち

づくりにとっても元気になるかどうかということなので、この辺の宣伝というか、啓蒙と

いうか、その辺はどんなふうにやっているんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 宣伝するための啓蒙、情報発信ということですけれども、そういったものは今のところ

やってきていないんですね。今後やっていきたいと思うんですけれども、ちなみにこれま

での実績をちょっと申し上げさせていただきます。 

 創業支援の補助を使った方が、これまで29事業者いらっしゃいます。そのうち、すみま

せん、２事業者だけがちょっと廃業になっていて、それ以外は継続してきているといった

状況です。 

 そういった中で、昨年のたしかあれは、決算特別委員会のときに後藤光秀議員のほうか

らご質問がありました。その後の補助金出した人へのフォローアップはやらないんですか

とあったと思うんですけれども、これをちょっとさせていただきました。昨年のたしか12

月だったと思うんですけれども、我々職員が、その補助事業者に電話をさせていただいて、

その事業者の状況というのをちょっと確認させていただいたんですけれども、「業績は」

という質問に対して、８割の事業者は増加しているという状況です。これ、かなりいい成

績なのかなと。また、「顧客は」という質問に対しては、70％が増加していると。さらに

「売上げは」に関しては、やっぱりこれ75％が増加している。「今後についてはどう考え

ますか」という質問には、拡大したいというのが４割、現状維持は６割、そういった状況

でした。 

 今回のこの補助事業に関して意見、何でもいいのでお伝えくださいと言いましたところ、

安心して事業を始められたのですごくよかったというご意見をいただく一方で、今後につ

いては、人材の確保というのは非常に課題になっている、そういったご意見もいただいた

ところです。 

 このフォローアップに関しては、20社だったか電話でヒアリングしたんですけれども、

その中で、１社だけちょっと、先ほど言った顧客が減っているというところがあったんで

すね。こういったところに関しては、先ほどフォローアップ、さらにフォローアップじゃ

ないですけれども、何かしらの支援、相談というのはやっていきたいなと思います。 

 あと、最初の質問に戻りますけれども、こういった周知というのは、また別な形で、ホ

ームページとか広報で報告できる機会があればいいなと、そのように思っております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 市のフォローアップがやっぱり、何と言うんですか、今話聞いていると、そういうのを

受けてこれから頑張ろうとか、頑張っていくのを市に伝えて、さらに、また新たな支援に

使う。そうすれば、やっぱりまちも元気になるんじゃないかなと思いますので、何かすご

く成果があってよかったなというふうに思います。引き続きお願いをいたします。 

 次です。 

 同じく97ページの地元企業交流創出事業と全国コロッケフェスティバル開催事業につい

てです。 
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 この事業については、アクションプランで行きますと、何か同時開催みたいなことが書

いてあるんですけれども、ごめんなさい、ページ数を書いてこなかった。それで、開催が、

結局、市役所の駐車場でやることになるんでしょうか。その確認します。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 この方向性をちょっと簡単にご説明させていただきます。 

 地元企業交流創出事業、産業祭「いがっぺ市」と全国コロッケフェスティバル、これは

同時での開催を考えております。同時と申しましても、同日ではなくて、11月23日に産業

祭「いがっぺい市」、翌24日に全国コロッケフェスティバルの日程で、会場につきまして

は、効率や経費、キャパシティー等々を踏まえまして、市役所の駐車場での開催を予定し

ているといった状況です。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 ばらばらじゃなくて、続けてやるということですね。いや、私、一緒にやるのかなとち

ょっと思っちゃったんで、前たしか、去年駐車場でやっていましたよね。二つ一緒にやっ

ちゃって大丈夫なのかと心配だったんです。続けてやるということについては、かえって

活発になるのかなというような思いはいたします。分かりました。 

 それと産業祭というのは、今までは11月23日に開催というのがずっと行われてきたじゃ

ないですか。それは伝統もあると思うんですけれども、こういったことに対する市の認識

というのはどうなんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 これまでのいがっぺ市の歴史を考えますと、11月23日での開催というのが適当ではない

かと考えているんですが、イベントの内容も含めまして、これは市の商工会などから組織

する実行委員会、こちらのほうで決定しますので、そのお答えはできないのかなと思って

おります。申し訳ございません。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。 

 私たちの感覚からすると、ずっとこの日にやってきたのでどうなのかなという思いがあ

ったので、質問しました。 

 それと、地元企業交流創出事業は、昨年度よりも予算が増額になっているんですけれど

も、その内容について、具体的にお答えいただきたい。 

 

後藤敦志委員長 
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 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 昨年度比で26万2,000円の増額となっておりますが、今年度はコロッケ横丁との同時開

催により経費負担が軽減したこと。また、来年度は、会場設営費やチラシ印刷費などが物

価高騰により値上がりしたこと。その結果として、前年比で増額となったものでございま

す。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。両方が成功することを願っています。 

 次です。98ページの観光ＰＲイベント等開催事業です。 

 この開催の内容と開催時期についてお伺いします。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 内容でよろしいですね。すみません。 

 令和６年度の観光ＰＲイベントは五つ用意しております。 

 まず、桜まつりでございます。これは、龍ヶ岡公園たつのこやまで桜の開花季節に観光

物産協会加盟店の出店やステージイベントなどを行うものでございます。 

 次に、龍ケ崎とんび凧揚げ大会です。５月５日のこどもの日に、龍ヶ岡公園たつのこや

まで、凧揚げやとんび凧色塗り体験を予定しております。 

 次に、市民まつり支援事業ですが、これは八坂神社祇園祭の安全対策を講じるための交

通警備費が主なものになります。 

 次に、駅前イルミネーション事業です。これは、龍ケ崎市駅の東口・西口、それと関東

鉄道竜ヶ崎駅に、11月から２月までの期間、イルミネーションを設置し、市の玄関口を彩

るものでございます。 

 次に、スタンプラリーです。これは、今年度に引き続き、市内の文化財をテーマにスタ

ンプラリーを開催するもので、抽選により特産品等が当たるといった事業でございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。 

 それで、昨年よりも予算増額なんですけれども、その内容についてはそれぞれの経費が

上がっているというようなことなんですかね。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 
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 これ、それぞれの事業が値上がりしているのではなくて、来年度は、龍ケ崎とんび凧揚

げ大会、これを新たに実施するということで増額となっております。 

 このとんび凧揚げ大会なんですが、たしか令和元年度ですか、荒天となって中止になっ

て以来、どこでやるのかとか、どういう内容にするのかとか、どういったイベントと一緒

にできるのか、そういったことを検討してきたんですけれども、来年度の１月５日に八原

まちづくり協議会、こちらのほうで鯉まつりというイベントがあるということで、このイ

ベントと同時開催できないかということで、現在調整中ということになっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。 

 それでは、次に行きます。 

 88ページ、戻りますけれども、ネット・ゼロ・エネルギーハウス導入促進事業について

です。 

 この事業は、住宅の脱炭素化を促進する事業というふうな、国が推奨しているんですけ

れども、この制度のその事業の内容について、具体的にお話しをしてください。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 お答えします。 

 まず、制度の内容なんですが、本事業は、大幅な省エネの実現と再エネの導入により年

間の１Ｇエネルギー消費量が正味ゼロまたはマイナスとなる住宅、いわゆる設置の要件を

満たす住宅に対して、１件当たり20万掛ける10件で200万の補助を予定しております。 

 補助金の対象となるものとしましては、新築の注文住宅、あと新築の建て売り住宅、あ

とは既存住宅を改修して設置とする住宅を対象とする予定でおります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。 

 この支援事業は、国も支援事業をやっているんですね。そうしますと、市の支援とこの

国の支援と両方受けられるようになるんでしょうか。それと、この事業は６年度だけの事

業なんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 お答えします。 

 国の補助金の交付を受けている方も補助金の対象とする予定でございます。なので上乗

せが可能となっております。 
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 あと、次年度以降については、一応継続する予定でおります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 89ページにある自立・分散型エネルギー設備導入促進事業というのもあるんですけれど

も、これとの関係はどうなっていますか。これも受けられるんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 自立・分散型エネルギー設備導入促進事業につきましては、蓄電池設備のみの補助対象

となっておりますので、こちらと設置のほうの補助の併用はできないような予定にしてお

ります。 

 設置の中に蓄電池等の設備も含まれている可能性がありますので、補助の併用はできな

いことになっています。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 すみません、勉強不足で。それがどうなのかなと思ったもんですから。 

 それでは、この事業を受けるに当たって、申請時期とかその後の支払い時期とか、ちゃ

んとそういうものがつくられているような住宅なのかというのを確認しなくちゃいけない

と思うんですけれども、それについてお伺いします。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 本事業に関しましては、まず、設置の要件を満たす住宅の引渡しを受けた後に補助金の

交付申請を行っていただく予定にしております。市で申請を受けた後、申請内容の審査を

行い、その後、市職員による現地確認等を行いまして、補助金の交付決定を行う予定でご

ざいます。 

 交付決定の通知を受けた申請者は、補助金の交付請求書を提出していただきまして、そ

の後、補助申請者に補助金が振り込まれるというような流れになっております。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。ありがとうございます。 

 なるべくこういう住宅が増えることが大事なのかなというふうにも感じるところです。 

 次です。 

 101ページ。 
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後藤敦志委員長 

 伊藤委員、ちょっとよろしいですか。 

 執行部にあるということで。 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 大変申し訳ございません。先ほど、伊藤議員の質問の中で、鯉まつりの日程を１月５日

とちょっと申し上げてしまったんですけれども、５月５日です。大変申し訳ございません

でした。訂正させてください。失礼しました。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員、継続で。 

 

伊藤委員 

 101ページの舗装維持修繕計画策定事業なんですけれども、この計画の策定の内容につ

いてお伺いします。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 お答えします。 

 舗装維持修繕計画の策定の内容についてですが、舗装の修繕につきましては、今まで従

来から壊れたところを直す、いわゆる事後保全型の管理ついて対応してきたところなんで

すけれども、国のほうも造る時代から維持管理で長く使う時代に、維持管理を重要視する

施策のほうも変わってきておりまして、当市としましても、補修が必要な箇所を早い段階

から見つけて、事前に補修する予防保全型に転換する時期に来ております。 

 そのことも踏まえまして、道路舗装を５年に１回程度、専用の調査車両で点検して、ど

こをどのように直していくかというのを定めるような計画の内容になっております。 

 ちなみに、国のほうでも舗装点検要領の中で、５年に１回程度点検を実施することを基

本とするということで定めてありまして、それに基づく計画策定となっております。 

 前回が令和元年度に策定して、それに基づいて舗装の修繕なんかを進めてきたこともあ

りまして、５年たちましたので、令和６年度に改めて調査を実施するものでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。道路が早めにそういう計画の中で修繕できるということは、非常にいい

ことなので、分かりました。 

 最後です。 

 同じ101ページの幹線道路除草事業です。 

 1,000万円の増額になっているんですけれども、この対象路線の追加があるのかどうか

ということと、アクションプランでは、小・中学校付近の除草回数を増やす、そんなふう

にしているんですが、どの辺のところを具体的に増やそうとしているのかということをお

伺いします。取りあえず。 
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後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 お答えします。 

 幹線道路の除草業務についてでございます。 

 まず、どのような路線を、1,000万増額ということで、その内容についてなんですが、

大きく二つありまして、一つが、除草回数を２回から３回に単純に増やすものでございま

す。これにつきましては、主に小学校付近の除草の回数をまずは増やしていくことを予定

しております。 

 そのほかに、施設管理事業、私どもの直営班がございますので、そちらのほうが、もう

大分除草作業のほうを毎年夏は実施している状況なんですけれども、高齢化とか人数の減

少等々もありまして、今後、段階的に民間委託に移行していく時期に来ておりますので、

それらも加味して、合わせて1,000万の増額予定とさせていただいております。 

 続きまして、アクションプランで７年度、８年度にも増額が記載されているということ

につきましても、近年、草等の生育が気候変動等によってすごく早くなっていることもあ

りまして、市民の皆様から、夏季には、特に除草に関するご意見なんかを多数いただいて

いるところでございます。ですので、除草の回数を拡大して、大通りというか、中心都市

計画道路であるとか、それと人の目につくところ特になんですけれども、段階的に拡大し

ていきたいと考えております。 

 それによりまして、安全で快適に利用できる道路環境の整備に努めるとともに、市民の

皆様のニーズに応えてまいりたいと考えています。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 伊藤委員。 

 

伊藤委員 

 分かりました。 

 特に除草については、回数は本当に増やしてほしいなと市民の皆さん思っていますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 最初に47ページの真ん中あたり、多文化共生社会構築事業とあったんですが、先ほどち

ょっと説明をお聞きしたんですけれども、もうちょっと具体的に内容を教えていただけま

すか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 多文化共生社会構築事業、こちらについては、令和６年度、新規事業ということになり
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ます。こちらにつきましては、外国人の方など、非常にお住まいの方が増えてきていると

いうふうな状況もございまして、令和６年度につきましては、外国人の市民の方向けに生

活情報カードというのを作らせていただこうかと思っております。そちらは名刺サイズの

ＱＲコードを入れてあるような形のカードで、外国人の方に生活情報が、そのＱＲコード

を読むことによって情報を得られるというようなものを作ろうというふうに考えおります。 

 それとあわせまして、パンフレット等の翻訳、４か国語で予定しておるんですが、英語、

ベトナム語、タガログ語、中国語という４か国分の翻訳のほうを行って、外国人の方にも

分かりやすいような情報提供のほうにも努めていこうというふうに考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 ありがとうございます。 

 その生活情報カードの中身というのは、ごみの出し方とかそういうことなんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 内容についてはこれから考えていくようにはなるんですが、よく言われますごみの出し

方であったりとか、あと、例えばお子さんの予防接種とか、８分野ぐらいに絞ろうかとい

うふうに担当課としては考えてはいるんですが、これから内容については検討していくよ

うになります。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 本当に増えましたよね。それで、先ほどもお昼食べて帰ってくるときも、エレベーター

押して、エレベーター着いて出てきたのは外国の方だったんですね。 

 役所に来ると、必ず何人かの外国の方にお会いする状況の中で、やっぱり本当にこうい

うのは必要になってくるでしょうし、多文化共生で共に一緒に生きていく中で、では、や

っぱり日本ならではの仕組みとか文化とか、そういうのを分かっていただきながら一緒に

暮らしていくというのはすごく大事なことだと思うんですが、なかなかその方がどこの国

の人で、何語をしゃべって、どういうふうに語りかけていいのかとか、それもすごく分か

らない中で共生しているような状況なんですよね。だから、役所の皆さんも大変かなと思

うんですけれども、そういうところから少しずつ日本の生活に慣れていただきながら、一

番はやはり、お子さんのことだったり、病気のことだったり、本当に大変な状況の課題も

たくさん出てくるんだろうななんて思いますので、ぜひぜひこれは必要なものとして、さ

らにまた、今年度作りながら、来年度、再来年度、バージョンアップしていくような形に

なるのかなと思うんですけれども、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に58ページ、コミュニティセンター管理費なんですけれども、以前はコミ

ュニティセンターのセンター長さんとか副センター長さんとか、そういう方というのは、

たしか任期があったと思うんですね、何年。そういうのは、今はどうなんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 



50 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 コミュニティセンター職員に関しましては、会計年度任用職員を採用しておりますので、

年齢であったり、あと任期という制限が現在ございません。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 ということは、定年制になるんでしょうか。最高年齢は何歳までという決まりはあるん

ですか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 年齢何歳までという決まりはございません。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 そうなんですね。分かりました。 

 コミュニティセンター、結構利用させていただくときに、本当にいつもいてくださる方

がいるのですごく安心はしているんですけれども、その方がもしいなくなったらどうしよ

うかなと思っている方もいらっしゃるとは思うんですが、いいパターンとそうじゃないパ

ターンがあるかと思うんです。なので、その辺に関しては、よく見ていただくというか、

地域の皆さんの声も聞いていただきながら、みんなのコミュニティセンターなんですけれ

ども、どちらかというと限られた方が利用されていることがすごく多いのかなというのを

感じます。たまに来た人が、何か入りづらいとか、もうグループができちゃっているので、

その中に溶け込んでいくのが難しいとか、これからどんどんこのお一人様が増えていく中

で、コミュニティセンターというのはやっぱりよりどころになっていくのかなと思います

ので、その辺もしっかり、年齢制限ないということですから、本人のやる気があればずっ

とできるということなんですかね。その辺は、ちょっとやっぱりよく考えていただきなが

ら、ある程度の決まりというのはあったほうがいいんじゃないかなというふうに思います

ので、検討していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に105ページ、都市公園管理費なんですけれども、ここで合っているのか

ちょっと分からないんですが、予算の概要の８ページのところで、都市公園管理費、北竜

台公園のトイレ改修工事というのがあるんですが、これは、ちょっと内容をお聞かせくだ

さい。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 都市公園管理費工事請負費、北竜台公園のトイレ改修費1,746万4,000円についてでござ

います。 

 こちらにつきましては、北竜台公園の東側、野球場の北側のトイレの改修費を予定して
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おります。 

 北竜台公園には現在２か所のトイレがございますが、令和４年度に実施しました公園施

設長寿命化計画の改定に伴い、施設の健全度調査を実施したところ、西側のトイレよりも

東側のトイレのほうが老朽化が進んでいる状況でございましたことから、今回工事費を計

上させていただいたところでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 工事の日程等はもう決まっているんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 日程は、現時点ではまだ決まっておりません。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 北竜台公園、本当にすばらしい公園ですので、皆さんが安心・安全で使えるようなトイ

レにしていただきたいと思います。 

 その下の遊具設置工事というのがあるんですけれども、この遊具に関しては、市内全体

の遊具なんでしょうか。決まっているところがあればお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 遊具設置工事の詳細についてお答えさせていただきます。 

 公園名としましては、６か所予定しておりまして、長峰東公園の複合遊具、野原第二児

童公園の滑り台、川原代街区公園のブランコ、せきば公園の全ての遊具、あと松葉第四街

区公園の全ての遊具、それと長山第二児童公園の鉄棒付近ベンチ、以上６か所を予定して

いるところでございます。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 今、２か所ほど全ての遊具とありましたけれども、そこに遊具は幾つあるんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 
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 せきば公園の遊具の数、及び松葉第四街区公園の数については、今データ持ち合わせて

おりませんので、後ほど回答させていただきます。 

 

後藤敦志委員長 

 山宮委員。 

 

山宮委員 

 小さな公園かなと思いますので、後でじゃ教えてください。 

 遊具に関しては、本当に全て新しくなって、どんどんリニューアルはされているんです

けれども、できればインクルーシブ遊具を少しずつでも追加していっていただけたらなと

思います。 

 つい最近、土浦でもインクルーシブ遊具がたくさんできた公園ができるんですね。つく

ばみらいでもできました。ちょっとそこがやっぱり龍ケ崎は遅れているなというふうに感

じますので、いろんな公園に、どこへ行ってもインクルーシブの遊具があるのが一番だと

思いますので、その辺も含めて、できれば予算化していただければと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 札野委員。 

 

札野委員 

 すみません、確認を何点かお願いします。 

 55ページのふるさと納税なんですけれども、先ほど泉佐野市の提携の話も触れていただ

いて、お答えいただいたんですけれども、やっぱり非常に懸念と言いますか、心配になる

のが、泉佐野市で当市の特産品を販売をされるというふうな形にはならないというふうに

理解してよろしいんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 お互いの市の物産品を、それぞれのイベントやそれぞれの市で販売していきますので、

例えばですけれども、コロッケだったりとか、トマトだったりとか、そういったものがで

きるかどうかというところで今後検討調整になるので、ふるさと納税と直接絡むかという

と、まだそうではないのかなとは思っております。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 

 

札野委員 

 要は、当市の代表とするカガミクリスタルのものが、泉佐野市からふるさと納税の返礼

品として出ることはないということでよろしいんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 
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服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 それはありません。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 

 

札野委員 

 安心しましたので、次の質問に行きます。 

 57ページの市内公共交通、コミバスの件とか、その件なんですけれども、先ほど仲村課

長のほうで、19日に市内の公共交通の審議会をやって、今度の方針と言いますか、今後の

ことを話しすると言われたんですけれども、もう少しその内容について詳しく教えていた

だけますか。話せる範囲でいいです。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 19日に公共交通会議で、まず再編のたたき台というか、出させていただこうというふう

には今のところは思っています。 

 内容については、やはりこれまで議会でも議論があったとおり、全体的な公共交通の最

適化を果たすにはどうすればいいのかということがありまして、その中で、やはりこの令

和元年からの再編以降５年間続けてきた中での成果というのも出てきているというところ

でございます。その中で、利用実態が少ない路線であったりとか、運賃の設定だったりと

いうところが出てきておりますので、そういったところをどの程度、見直しも含めて見直

し案のほうをご提案させていただければなというふうに思っています。 

 その中で、やはり今、ＡＩオンデマンド交通実証実験、まだ残っていますけれども、こ

れまでの経過を踏まえた報告などをさせていただいて、委員さんからご意見をいただけれ

ばなというふうには考えているところでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 

 

札野委員 

 ＡＩオンデマンド交通の状況なんかも踏まえて、今後の施策を探るというふうに考えて

いいですか。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 そうですね、そこも含めてですね、ちょっと何と言っていいか分かりませんけれども、

すみません、今札野議員おっしゃられたように、ＡＩの成果も踏まえて、コミュニティバ

ス等々のダイヤであるとか、路線であるとか、運賃なんかの考え方について報告させてい

ただければなというふうに思っています。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 
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札野委員 

 ということであれば、もう所管を越えて、今この予算書で見ると、この所管では１億

9,530万ぐらいがどんと出ていますけれども、それ以外に福祉でも福祉車両で予算は使っ

ていますし、教育のほうでもスクールバスで予算を使っているわけじゃないですか。では、

トータルで市内の公共交通に関しては、ざっくり３億は行かないですけれども２億5,000

万ぐらいは、全部積み上げていくと使っちゃうんじゃないの。そういうことのベースを踏

まえて、ちょっと話に臨んでもらいたいなというふうに思うんですよ。この所管だけで話

ししちゃうと、本当に必要なところが、高齢者であったりとか、それから学生であったり

とかというところをちゃんと拾ってあげて、例えば、この間の所管で、スクールバスが龍

ケ崎中と大宮小のスクールバスで2,000万余はかかるよと。そうしたら、そこにお年寄り

も交ぜてあげるとかというふうなことも考えての前提で臨んでもらいたいなと。 

 今関東鉄道でも、つくばとか、それから鹿嶋でしたか、ちょっと忘れましたけれども、

バスの運行形態自体も電池のバスを新たに入れたりとか、関東鉄道バスし始めたんですね。

関東鉄道自体も、すごく悩んで方向を探っているところだと思うので、ちょっとそこら辺

のところを踏まえて、その会議のほうに出ていただいて、会議の報告もまた全議員の皆さ

んに教えていただきたいなというふうに、ちょっとこれはお願いをしたいと思います。 

 じゃ、次の質問で、先ほど伊藤委員のほうからも言われたんですけれども、88ページ、

ネット・ゼロ・エネルギーのハウス、先ほど20万10件で200万予算取りましたということ

なんですけれども、この工事の内容なんですけれども、何をすれば補助金対象になるのか

だけ、ちょっと教えていただきたいんです。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 いわゆる設置、ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス、いろんな設備の組合せで可能性が

あるんですが、うちとしては国の設置の補助金の交付を受けていればそのまま交付対象と

したい。あとは、ベルスというんですが、建築物のエネルギー消費性能の標準に関する指

針に基づく第三者認証の一つである建築物エネルギー性能表示制度、これの認証を受けて

いれば補助対象にしたりとか、だから何の設備があるから補助対象だとか、そういうので

はなくて、トータル的に使うエネルギーと電気量が正味ゼロになるような家であれば補助

対象というようなことです。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 

 

札野委員 

 ちょっと私も認識が間違っていたらごめんなさいね。要は、高性能断熱工事みたいなも

のが入っていればということですよね。 

 

後藤敦志委員長 

 生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 もちろん外壁の断熱工事なんかもやらないと、エネルギー消費がゼロにならないと思い

ますので、プラス二重窓とか、照明がＬＥＤ照明になっているとか、省エネルギーの管理

設備を備えているとか、そのトータルで年間の消費エネルギーの収支がゼロになるような
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家であれば、ゼッチの認証を受けられると思いますので、対象になると思います。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 

 

札野委員 

 分かりました。ありがとうございます。 

 最後、ちょっと確認したいのが、58ページの先ほど山宮議員の質問で、コミセンの管理

者の件で、会計年度任用職員ですので定年がないというお話しだったんですけれども、僕

一般質問で会計年度任用職員は３年は同じところに採用されないよというふうに答弁いた

だいたかと思うんです。 

 ずっと同じ人が同じ職場にずっといないようにするよということで、答弁をいただいた

かと思うんですけれども、今のお話しだと、会計年度任用職員が一つのところにずっと同

じ、その本人が望めば、面接さえ通ればずっと行けるというふうになっちゃうんですけれ

ども、それは違うんじゃないかなと思ったんです。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 そうですね、３年に一度、大きな任用替えがございます。会計年度として採用されてい

る方も３年に一度は大きく、面接等を受けて、申し込んでいただいてという審査と言いま

すか、それがございます。 

 それが採用されれば、３年、６年という形で継続ということは考えられるかと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 

 

札野委員 

 そうすると、これ根本的に、ちょっと考え方があれなんですけれども、既得権益を生ん

じゃうんじゃないのというのが僕は気になっていたので、今回一般質問にそれを取り上げ

たんですけれども、要は、そうしたら、もうそこの部署に慣れている人であれば、何年も

ずっと同じところに留めて、やっぱりなあなあに仕事がなっていく可能性があると思うん

ですよ。だから、そうならないようにと思って、部長答弁でしたけれども、見直しもあり

ますし、面接も３人以上でやっていますし、３年に１回同じところにはいれないよという

ふうに答弁をいただいたと思っていたんですけれども、どうなんでしょうかね。 

 

後藤敦志委員長 

 菅沼市民経済部長。 

 

菅沼市民経済部長 

 お答えいたします。 

 会計年度任用職員につきましては、コミュニティセンターも含めて、３年に一度大きな

再度公募をする。現在いる職員、会計年度任用職員も申込みできますし、新たに手を挙げ

て申込みもできます。 

 その都度改めて担当課長以下の職員と数名で面接を行って、もちろん継続している方を

落とすこともありますし、新規で採用することもある。そのまま継続６年目になるという
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方もいる。そういうことになっていますので、多分答弁のときもそのようなお答えだった

かとは思います。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員。 

 

札野委員 

 コミセンのセンター長という特異な職種なので、その地域のことも分かっているので、

その方にやっていただくのがいいというケースも多いかとは思うんですけれども、ただ、

全て同じ会計年度任用職員の、それ以外にもいろんな職員がいるわけなので、ちょっとそ

こら辺はもう少し丁寧に、所管がちょっとこれ違うから、違いますもんね、ちょっと思い

ましたので、すみません。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 先ほどの山宮議員からの遊具数についてお答えさせていただきます。 

 遊具設置工事の更新に関して、まず、せきば公園につきましては、ブランコ、滑り台、

各１、スプリング遊具が３基、健康遊具が３基で、現在８基の遊具が設置されております。 

 松葉第四街区公園につきましては、ブランコ、滑り台が各１基、健康遊具が２基で、計

４基の遊具が設置されているところでございます。 

 遊具の設置につきましては、ちょっと地元と、どういった遊具がニーズがあるのかとい

うのを調整しながら設置していく手前、内容については、現在、当初と変わる可能性があ

りますが、地元とよく調整しながら設置のほうを進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 そうしましたら、予算書の39ページの森林公園（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ）事業の付近と、あ

とあわせて、105ページ、森林公園リニューアル事業、あと管理運営費ですね。アクショ

ンプランで言えば18ページ、19ページのところですね、森林公園のリニューアル事業につ

いて質問します。 

 ６年度、７年度の直近のある程度のスケジュールは分かる。もうご答弁されているので

あれなんですけれども、もう少し長期的なスケジュール的なところで、民間事業者との取

決めしているところの内容についてお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 それではご説明をいたします。 

 森林公園のリニューアル事業についてでございます。 

 こちら現在、公募が終わりまして、事業者が決まりまして、その計画のほうに関しまし
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ても認定をして、今事業が進められているというような状況でございます。 

 先ほど議員さんからのご説明のありました直近は分かっているということなので、６年

度で終わりまして、契約に関しては、こちら10年契約で、更新が可能ということになりま

すので、契約的には20年ということになります。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 20年の契約ということで、あと一応確認で、今年度の森林公園の管理運営費の内訳の部

分について、ここが結局令和７年度以降はどうなっていくのかというところについて、ち

ょっと知りたいんですが。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 それでは、今年度の森林公園管理運営費につきましては、使用料の賃借料ということで

計上してございます。こちらについては、来年度用地の買収をするんですが、買収をする

のが４月１日ではしませんので、ある程度の金額になりますので、６月の議会に契約書の

ほうを上程いたしまして、承認をいただいて、本契約というような形になりますので、９

月までの期間の賃貸借料を計上しております。 

 それと、それ以降のということでございますが、こちらの事業に関しましては、基本的

には有料公園施設の料金は事業者のほうで収益ということになりますので、全てをその収

益で賄っていただくというような契約の条件にしておりますので、そういった内容での提

案になっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 ということは、今後は市でかかる管理運営費というのはもうなくなって、逆に、今年度

は13万幾らという納付金で、これが増えていくというような。前に全員協議会で20年間の

概算で一応計画はいただいているんですが、そういうことでよろしいんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 今おっしゃったような形で、以前にも全員協議会のほうでご説明をさせていただきまし

たが、基本的には、今回売店という施設を収益施設一つと、あとキャンプ場とか、あとは

アスレチック遊具という有料の公園施設がございます。こちらに関しては、場所代、公園

の使用料というのをいただくようになります。 

 あと、アスレチック遊具と、あとキャンプ場ですね、こちらは事業者の収益になるので、

その何パーセントかを市にいただくような納付金ということで考えております。その分が

今回載っております13万ということになりまして、その後は、以前にも、資料をお持ちか

と思いますが、そちらの１億4,000万ぐらいの20年間で入ってくるというようなことでの
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提案になっております。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 じゃ、今回そのリニューアル事業で６億7,000万ぐらいかけてやるけれども、20年の計

画では、逆に納付金のほうが多いだろうという計画で、20年トータルだと約１億4,000万

が市の収入になるということなんだろうと思うんですけれども、今回10年契約の更新可能

で20年という中で、ほかに、例えば修繕だとか、そういう市が支払いの可能性のある負担

金というものは想定されているんでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 やはり老朽化等が進めば、それは修繕ということになってきまして、あと、今回のアス

レチック遊具なんかは、ある程度の期間が来ますと、ある程度リニューアルしていって、

利用者を確保していくような感じで捉えているみたいですので、数年に、５年とか10年に

１回は、そのリニューアルとしての金額というか、それが必要になる可能性があるという

ようなことでございます。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 そうしますと、そういうリニューアルとか修繕に関しては、今回のこの20年の中に入っ

ていなくて、市が基本的には、必要が出れば負担するという、取決めではどうなっている

のかというところ。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 はっきりしておりませんで、実際は今からその事業者とその時点で協議をしていくとい

う形になるので、市が何パーセントとか、事業者が何パーセントとかというのは、まだち

ょっと決まっていないような状況でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 そうですよね、10年契約ということですので、やはりこういう大きな予算をかけて長期

的に利用できる施設というところなので、その辺の契約内容ですとかは、やはりある程度

市の事業概算というのでやっぱり出しておかないといけないところではないのかなという

ふうに思いますので、その10年間の契約で更新可能ということですが、取りあえずそうす

ると10年間は、今の民間事業者に継続していただいて、途中解約とかについては、いつの

契約で特別、何かそういう解約条項みたいなのは決められているんでしょうか。 
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後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 すみません、こちら、基本協定と実施協定というものの二つ結びます。あとは譲渡契約

というのもあるんですけれども、それは譲渡するときにいただく契約でございますが、実

施契約の中で事業の何年間できなかった場合の違約金みたいなことはうたっております。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 そういうことにならないように、多分しっかりした事業者さんを選定されたんだとは思

いますが、当然。どちらにしても、市直営でやっていっても結構経費はかかっていたとこ

ろもあるので、ある意味では、本当に、今市で出している20年の計画で行けば、費用対効

果としては十分な事業なのかなというふうには認識はしております。 

 ただ、今後、途中のそういう修繕の状況だとか、その辺がやっぱり大きくかかる可能性

のあるところだとは思いますので、その辺の取決めに関しては、お互いにフェアな内容と

いうか、そういったものでしっかり取決め事を決めていただきたいなというところと、あ

と、今後、基本的にはもう民間事業者のやり方でお任せするということなんだとは思うん

ですが、今後のその事業者との関係性というか、市はどこまで関与できるのかというとこ

ろについてお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 民間の事業者と市の関係ということでございますが、今現在義務づけているのが、年に

２回、始まるときと終わるときに関しては、その事業者、何事業者かいますけれども、全

員が集まって、経営状況とか、どれぐらいの収益があるものかとか、あとは問題点とか課

題とか、そういったものを話し合う場みたいなのがあって、それに対して改善していくと

いうような形で考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 年２回は必ず全員集まってというところですので、今回面白い方式、Ｐａｒｋ－ＰＦＩ

という方式でやるところで、私もよく分からない部分も多かったんですが、市としても状

況をしっかりその事業者と、随時状況を確認していただいて、市での要望ですとか、その

辺もしっかり今後協力しながら、事業者とうまくやっていただけるようによろしくお願い

いたします。 

 続いて、次の質問で、アクションプランの18ページ、19ページで、やはりＡＩオンデマ

ンド交通について、あと公共交通再編事業のところです。 

 こちらについて、今まだ実証実験期間中ということではありますが、これから検証して、

ＡＩオンデマンド交通の本格運行に向けた検討を進めますというようなことでありますが、

具体的には、その本格運行の目標というかスケジュール、いつまでにそういう見直しをや
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りたいということで設定されているのか、まずお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 再編の今の目標としては、令和７年４月１日の再編を目標としています。 

 現状なんですが、今の公共交通コミュニティバスの協定期間が８月末で切れますので、

そこから先については、半年間延長させていただくというのは、これまで議会でも報告さ

せていただいたとおりでございます。 

 その中で、今回の予算を計上させていただいておりますが、８月末の時点で、まずは、

これはちょっと本当に利便性という点からは下がってしまうのかもしれないんですけれど

も、これもご報告させていただいたとおり、シャトルバスについては廃止を見込んでいる

ところでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 そうすると、取りあえず今の契約期限切れる段階で、そのまま更新するのではなく、ち

ょっと利便性は落ちるような状態で、取りあえず半年は延長ということですね。 

 あと、その実証実験に関してなんですけれども、これから検証することになるとは思う

んですが、今回かなりエリアを絞られた状況での実証実験だったんですけれども、これは

十分な検証ができるものと考えているのかについて聞かせください。 

 例えば、本格運行に向けて、さらにもう一段階実証実験の可能性だとか、そういうとこ

ろも考えているのかお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 まずは、今のところは実証実験行われているまだ最中ですので、これを徐々に、所管で

は評価等は進めているところなんですが、この先、じゃ、実験の期間をまた延ばすのかと

か、そういった延長をするのかというのは、まだ現時点での評価が済んでいないところな

ので、ちょっと今のところお答えはしかねるところなんですが、今の現状のエリアの中に

おいては、ある程度実績は積み上げてこられたのかなというふうには考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 ということは、ある程度、どちらかと言えば、本格運行をスタートできるというような

検証が得られそうなのかちょっと分からないですが、ただ、先ほど答弁あったように、令

和６年の８月末からは取りあえず、そういうちょっと縮小される公共交通というところで

あると、やはりその時点で、今後の代替というか、利便性も上がっていきますよというよ

うな方針がある程度決まらないと、なかなか市民の方への説明も大変な状況になってくる

のかなというのが予想されますので、一応、それでこのＡＩ交通に関しては、市長も公約
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で挙げていたのもありますし、昨年の９月時点で、ある程度市民の方にも公表されて、か

なり期待している市民が多い状況でもありまして、今一部の地域だけなんですけれども、

そういう実証実験入っていないエリアの方々も、そういうＡＩ交通に期待している方が多

分すごい、きっと本格運行始まるんだろうと思っている市民も多いかと思いますので、ぜ

ひその辺、一応令和７年度本格運行の目標で進めているということではありますが、やっ

ぱりスピード感を持って、早め早めにそういった検証をどんどん進めていただいて、市民

が納得できる形で、できれば契約延長のときまでにある程度検証もどんどん優先して進め

ていっていただかないといけないのかなというふうにも思いますので、かなり公共交通便

利になるんじゃないかと期待している市民が多いというところをご認識いただいて、スピ

ード感持ってやっていただきたいと思いますので、これは要望というところで、よろしく

お願いいたします。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 Ｒ７年４月１日を目指して今進めているところで、先ほど札野議員のご質問のときもお

答えしましたように、３月19日の交通協議会に、まずは原案としてこう出させていただき

たいなというふうに思っているところです。 

 ただ、これはＡＩオンデマンド交通の本格運行ということだけで済むものではなくて、

あれが入ったから全部の問題が解決するのかというと、そういうことではないので、もち

ろん実験の結果については、それは検証しつつ、公共交通全体でそれぞれの役割とか地域

の特異性なんかを見ながら、今回やっぱり重要なのは、効率性とか採算性というところも

ございますので、そういうものを含めて、公共交通全体への最適化というのを目指してい

きたいなというふうには思っているところです。 

 すみません、ちょっとこの場を借りて、先ほどの、今公共交通再編の最適化ということ

で言わせていただいたのであれなんですけれども、札野議員のところであった、例えばス

クールバスとか、福祉のほうの予算にあった福祉の移動手段については、公共交通とは別

のくくりで、性格が違うものですので、そういったところともやっぱり、ある目的とか、

それぞれの持つ役割なんかを整理しつつ、公共交通の中でも、路線バスであったり、コミ

ュニティバスであったり、ＡＩであったり、乗り合いタクシーというふうなものを明確に

しながら、当然情報共有は図りながら進めるんですけれども、最適化に向けて取り組んで

いきたいなというふうには思っているところです。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 本当にいろんな、そのＡＩ交通だけじゃないので、本当、全体の公共交通というところ

で、やはり本当に大きな、いろいろに複雑な問題で大変だとは思うんですけれども、しっ

かり今回の実証実験なんかも検証して、市民の期待に沿えるようなものを、本当期待して

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 質問は以上です。 

 

木村副市長 

 すみません、今仲村課長のお答えにちょっと補足するような形になるんですけれども、

札野議員のご質問にもお答えするような、コミュニティバスとスクールバス、まず、前の
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再編のときにも、北文間小学校と長戸小学校の児童を乗せられないかということを検討し

た経緯があります。 

 その当時は、１台当たり七、八百万円かかっていたので、やっぱり限られた財源の中で

少しでも有効的に効果的に使うのはできないかということで検討した経緯がありまして、

昨日も文教福祉の部分で、70名ほどを想定しているという話があったと思うんですけれど

も、そうすると、２台運行なので、普通に割ると35人ずつが乗るような形になると思うん

ですけれども、そうなると、今のコミュニティバス、ポンチョという循環ルートを走って

いるバスをイメージしていると、定員が36人になっているんですが、ただ、座れるのは11

人で、あと枝線のリエッセというバスは、全部で29人乗れるんですけれども、座れるのは

14人なんですね。小学生は基本座って乗っていただきたい。あとは一番のネックになった

のは、もし明日大雪が降りますよとか、台風が来ていますよということで、２時間遅れの

登校と。あと急に帰りが早くなったときは、そういうのにも対応していただくというのが

基本的にスクールバスですので、そうなっちゃうと、一般の方は、いつ来るか分からない

バスになかなか乗れないというので、結果的には、ちょっとその併合というか、一緒にや

るのは無理だねということで整理をさせていただいたということでございますので、可能

な限り、今でも実際、統合されない八原小では、ランドセルチケットなんて使って、乗れ

る方は乗っていただいているような状況だと思いますので、乗れる方は使っていただけれ

ばいいかと思うんですが、基本的には、そのスクールバスとコミュニティバスを一緒にす

るのはちょっと難しいかなというふうに考えております。 

 あと、福祉部門とのやっぱり有効というかそういうことについては、もともとふれあい

バスからこの龍ケ崎市のバスは始まっていて、福祉センターを基点として無償のバスを走

らせたという経緯があったと思うんですけれども、そういうことで、福祉がずっとコミュ

ニティバスの果たす役割についているような形ですけれども、実際は、先ほど仲村課長が

言ったように、福祉施策と交通施策を一緒にしてしまうと、なかなか効率よくいかない部

分がありますので、もちろん調整はしますけれども、その辺はちょっとご理解いただくし

かないのかなと思いますので、料金設定とかいろんなそういった配慮が必要な方も含めた

形のよりよい交通体系をなるべく作っていくようにしますので、ちょっとご理解をいただ

きたいと思っています。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 札野委員、どうぞ。 

 

札野委員 

 今、副市長のほうからも説明いただいたんですけれども、基本、私、合理主義者なので、

やっぱり全部の予算積み上げたら、欲しいところの人に、それこそタクシー券を配ったほ

うがコストは安いんじゃないのとぶっちゃけ思うので、一生懸命体制つくって、市民のた

めにと思ってつくっても、結局は利用されないとなると、これで批判受ける分があれば、

それこそもう、じゃサービス欲しい人は乗ってくれというふうにしたほうが分かりやすい

のかなというのが根底にありましたので、そういうふうにちょっと言わせていただきまし

た。すみません。 

 

後藤敦志委員長 

 副市長の答弁に関しては、岡部委員からはよろしいでしょうか。 

 それでは、ほかの方から質疑ございますか。 

 大野みどり委員。 

 

大野みどり委員 
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 すみません、２点だけお願いします。 

 予算書の47ページ、男女共同参画推進費です。 

 この男女共同参画推進費の内容についてお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 こちらの事業につきましては、男女共同参画推進委員会の会議に伴う費用が主な予算と

いうことです。 

 

後藤敦志委員長 

 大野みどり委員。 

 

大野みどり委員 

 分かりました。 

 取組としては、今まで川柳とか行っていたと思うんですが、変わらずそれは行っている

んでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 今年度は、男女共同参画の計画のほうが10年計画、中間の年度で見直しの年度になって

おりまして、そちらのほうにちょっと注力させていただきました。ですので、川柳のほう

については、今年度は行っておりません。 

 次年度以降については、川柳継続することもというのはあるんですが、新たな取組をち

ょっと模索していきたいというふうに考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 大野みどり委員。 

 

大野みどり委員 

 すみません、そこをお聞きしたかったんです。ずっと川柳が、毎年度行っているという

状況で、新たな取組を考えていらっしゃるのかなというところをお聞きしたかったんです。

いろんな委員の方が集まって、意見があるんじゃないかなと。私が以前委員をやらせてい

ただいたときに、何か本当に意見を言いたかったけれども言えなかったとか、もっと川柳

じゃなくて、川柳のために集まっているだけだったときがあったので、何かほかに講師を

招いて講演会とか、もっと男女共同参画について市民の方が学べるものとか、何か工夫し

た取組があればいいなという考えはあったんですけれども、何か考えていることはありま

すでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 来年度につきましては、どの程度の規模になるかは分からないんですが、一応講演会を

行うための講師謝礼というものを予算化しております。ですので、どの時期にどの規模で
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やるのかというところは、まだちょっと詳細は決まっておりませんが、一応それを来年度

は考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 大野みどり委員。 

 

大野みどり委員 

 分かりました。よかったです。やっぱり何か同じことをずっと繰り返しているより、や

っぱり新たな取組をして、男女共同参画の取組はすごく大事で国でも推奨している中で、

男女共同参画室というものをつくっているところもありますし、当市は、３回ぐらいかな、

部署が変わってしまって、本腰入れて取組に力を入れていけないというところもあるのか

なとすごく感じるんですけれども、今後この部署が、今まで変ってきてしまったり、今後

どうなのかなというのがあるんですけれども、部署が転々として変わっていくということ

に対しては、ちょっとお考えをお聞きしたいんですけれども。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 そうですね、男女共同関係の担当課は、確かに今までいろんな部署にまたがって、当課

も今年度から担当することになっております。職員間の中でも、やはり今まで行っていた

事業そのまま継続というのはやはり好ましくないだろうという考えを持っておりますので、

今後ということにはなりますが、新たな事業を行えるような形で考えてまいりたいという

ふうに思っております。 

 

後藤敦志委員長 

 大野みどり委員。 

 

大野みどり委員 

 はい、分かりました。どうかよろしくお願いいたします。 

 あと一つです。すみません。 

 105ページの都市公園管理費です。 

 トイレに関してなんですけれども、公園が小さい公園、トイレが設置されておりますが、

ほとんど和式かなとは思うんですが、洋式がついているトイレというのは何か所かあるん

でしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 トイレについてでございます。 

 ちょっとトイレの話が出たので、全体的なお話しをさせていただきますと、トイレの設

置してある公園というのが、大きめの龍ヶ岡公園とか、北竜台公園、地区公園というんで

すけれども、こういう大きな公園、あと近隣公園というのは、若柴公園とか蛇沼公園とか、

あの辺のレベルの公園、その公園には全てついております。 

 それと街区公園に関しては、99公園ぐらいありますけれども、ついている公園とついて

いない公園がございます。その場所に応じて、以前付けた場所と付けていない場所がある

ということなんですけれども、基本的には、小さな公園というのは誘致距離、要するに何
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メートル圏内の方が遊びに来ますかという圏内があるんですけれども、ある程度広い圏内

の人を呼び込むわけじゃなくて、街区内にあるので、トイレで帰れるでしょうというのが

一つあります、考え方の一つで。大きい公園になると誘致距離が広がりますので、やはり

そこはトイレに帰れないので、トイレを設置していますというような考え方がございます。

でも、以前に設置してある場所がございますけれども、あれに関しては、ある場所、ない

場所があるんで、今言ったように、誘致距離がある程度狭いので帰れるでしょうというこ

となんで、今あるものが老朽化したら、ある程度撤去ということも考えているかなという

ふうに、今の考えですけれども、もございます。 

 

後藤敦志委員長 

 大野みどり委員。 

 

大野みどり委員 

 分かりました。老朽化したら撤去なんですね。 

 すみません、まちなかの公園は、高齢者の方がグラウンドゴルフに一緒に使っていたり、

また、藤棚や桜があって、高齢者の方が結構公園を使っていらっしゃって、ちょっとトイ

レに関して、高齢者の方は家まで帰るのに大変なので、そこで使うときに、やはり和式で

足腰がちょっと大変で洋式をという、何かそういうお声をよく聞くんですね。なかなかち

ょっと老朽化は、トイレと一応造られたものは壊れたりするのもなかなかすぐにはという

ことで、お声は聞いていたんですね。 

 じゃ、改修じゃなくて、老朽化でもう使われなくなったら撤去ということを、確認なん

ですが、撤去の前段、洋式になるということはないですね。 

 

後藤敦志委員長 

 橘原都市整備部次長。 

 

橘原都市整備部次長 

 すみません、小さい公園に関しては、今言ったように、ちょっと撤去というものを考え

させていただきたいということなんですけれども、大きな公園の改修に関しては、やはり

和式のところも何か所かございます。それの改修に関しては、洋式というものを考えてい

ると。 

 

後藤敦志委員長 

 大野みどり委員。 

 

大野みどり委員 

 はい、分かりました。 

 和式のところは洋式ということを考え、ゼロではないということで、了解しました。 

 すみません、以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 すみません、じゃ、何点かお聞きします。 

 まず、98ページのところの伝統芸能伝承事業のところなんですけれども、今年は若干予

算総額も増えているんですけれども、ただ、一番下のこの負担金、補助及び交付金の欄と
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いうのは、中身を聞かないと、ちょっとどうなったか分からないので、ちょっとこの中身

をまずお願いします。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 撞舞保存会や観光物産協会への交付金が主なものとなりますが、その中で、令和５年度

比で増額となるのは、撞舞支援事業として、龍ケ崎市撞舞保存会への交付金と撞舞広場の

除草に係る委託料でございます。 

 撞舞保存会への交付金につきましては、令和５年度は、撞舞の保険料やおごと囃子への

保存費、これに対しまして、令和６年度につきましては、つく柱設置の運営費や舞男の育

成費、あと音響や交通警備の委託料、舞男の保険料、こういったものを計上しております。 

 また、撞舞広場の除草につきましては、市の道路公園課のほうに依頼していたものを外

部に委託できるように予算計上したため、増額となっております。 

 その一方で、観光物産協会への交付金につきましては、撞舞広場の会場設営費が減額と

なっており、その差引きで増額となっているものでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 撞舞保存会には、今まで46万ぐらいだと思うんですけれども、この６年度予算の中にい

ろいろ増えていると思うんですけれども、撞舞保存会の交付金は幾らになったんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 今年度までは46万円の交付金だったんですが、来年度予算としましては166万4,000円、

こちらのほうを計上しております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 撞舞保存会には大分増えたというようなことになって、撞舞保存会のほうも、今年度ク

ラウドファンディングみたいなことで資金集めをされましたけれども、なかなか大変だと

思うんですけれども、今年度なんかは、その辺の予定は聞いていますか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 今年度、６年度でよろしいですか。 

 ６年度につきましては、クラウドファンディングを使う予定はございません。というの
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は、やっぱり毎年このクラウドファンディングを使ってしまうと、その効果はちょっと薄

らいでしまうのかなと、そのように考えておりまして、例えばでございますが、撞舞のや

ぐらですか、ああいったものを買い替えるとかというような大きな経費がかかる場合、そ

ういった臨時的なものでクラウドファンディングを活用したいなと、そのように考えてお

ります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 分かりました。 

 継続するにはちょっと費用もなかなか大変なということもあるし、またいろんなお祭り

とも結びついて、なかなか難しい面もあると思いますけれども、引き続きこの保存会への

必要なというか、経費についてはそのとおりでお願いをしたいと思います。 

 じゃ、次へいきます。 

 94ページの農業公園豊作村管理運営費のところで、今回この農業公園豊作村管理運営費

の委託料のところに、まとまって今度金額が入ったわけですけれども、これ今までのいろ

んな皆さんの発言からすると、この中には今まで湯ったり館の委託料の中に入っていた部

分の、そのほかのグラウンドとか何かの管理費をこっちに移した部分があるというのと、

あと農業公園でやっていた今までのその花とか野菜の苗の販売事業を中止したことによっ

て、逆にマイナスになる部分、さらに特殊な例のこの湯ったり館のチケットの払戻しの分

として予算とした分というのが、この中にまとめて入っちゃっているということになると

思いますので、取りあえずその三つはちょっと分けて教えてもらえますか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 まず、農業公園豊作村事業費として3,300万8,000円が湯ったり館の指定管理料になって

おります。そのうちグラウンド管理や植栽、トイレの管理及び消防設備点検費などが、こ

れまでの湯ったり館部分で指定管理をしていたものですけれども、これらに係る経費を約

700万円と積算しております。 

 続いて、もう一点の苗販売の中止に伴う減額部分はということになるかと思うんですけ

れども、こちらにつきましては令和４年度での説明となりますが、苗販売につきましては

販売収入が477万4,000円に対し、事業経費が844万7,000円でございましたので、その差額

が367万3,000円となっておりました。令和６年度につきましては、その程度の減額になる

ものと考えられます。 

 もう一点が委託料のほう、払戻しに関わる委託料についてですけれども、まず事業費の

予算のうち……、失礼しました。事務委託費が185万円になっておりまして、これは払戻

しの事務をやっていただく際の事務委託料を見込んでおります。 

 また、払戻金自体の勧奨金ということで、払戻金を501万円を見込んで予算計上させて

いただいておりまして、内訳としましては5,200円で販売しているつづりがあるんですけ

れども、そちらの分を約１万枚と見込んで……、失礼いたしました、10万枚です。520円

を10万枚、310円を1,000枚と見込んで501万円を払戻金として見込んでいる、そういう内

訳となっております。 

 以上です。 
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後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 すみません、そうすると、その実際の払戻しそのものが501万で、これの払戻しのため

に、さらにこのいろいろ185万がかかっているということになるんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 はい、そうです。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 そうしますと、ここで686万ぐらいがこのチケットの払戻しということになるというこ

とになりますけれども、これは何か期限というか、例えば６年度いっぱいですよとか、そ

ういう何か区切りを設けるものですか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 こちらにつきましては、来年の４月中旬頃から準備が整い次第、払戻しを開始させてい

ただいて、12月までということで、令和６年度は払戻しを行いたいというふうに考えてお

ります。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 はい、分かりました。 

 そうすると、ここの部分は特殊な部分なので、この680万ぐらいは６年度だけの予算と

いうことになりますね、結果的にはね。分かりました、取りあえず。 

 じゃ、次にいきます。 

 95ページのところの、龍ケ崎ブランド育成事業のところの委託料なんですけれども、こ

れはいつも例年、いろいろこのブランド用のＰＲみたいな形で、いろんな形の事業をやら

れているんですけれども、今年度もちょっと増額になっていると思うんですけれども、こ

の委託料の部分が。ちょっとどんな取組を考えているのか、ちょっとお願いいたします。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 委託料が64万1,000円の増額となっております。 

 本年度は、ふるさと龍ケ崎ブランド農産物の販売プロモーションということに取り組み
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ましたが、令和６年度につきましては、この事業に引き続き龍ケ崎ブランドのプロモーシ

ョンをやっていくことに加えまして、新たに龍ケ崎トマトの認知度向上とイメージアップ

を目的とした龍ケ崎トマトを活用した新商品の開発や、その開発した商品を都内の百貨店

や駅構内での販売を期間限定で展開していきたいというふうに考えておりまして、こうい

う事業を展開し、さらなる認知度向上を図る取組を取り組んでいきたいというふうに考え

ております。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 ここは分かりました。 

 そうしたら次に、ちょっと61ページに戻って、真ん中辺の新長戸コミュニティセンター

の建設事業で、この中の工事請負費なわけですけれども、これ説明では新しく造るという

コミュニティセンターの建設費と、あと旧長戸小学校の体育館の改築工事もこの１本の中

に含まれているということでしたので、ちょっとその旧長戸小学校の体育館の改修部分に

関する工事費について、ちょっとお願いします。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 旧長戸小学校の体育館についてでございますが、今回、上がっております新長戸コミュ

ニティセンターの建設事業工事請負費の中の1,200万円が体育館改修の費用でございます。

これは令和６年度予算中ということになります。 

 改修内容につきましては、照明のＬＥＤ化、あと子ども用のトイレございますので、そ

ちらのトイレの改修、あと段差をなくすためのスロープの設置などを予定しております。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 はい、分かりました。 

 この1,200万はもうこの６年度の予算に全額含まれていて、工事も６年度で終わりとい

うようなところでいいですか。 

 

後藤敦志委員長 

 鴻巣地域づくり推進課長。 

 

鴻巣地域づくり推進課長 

 大変申し訳ありません。工事につきましては、６年度と７年度の継続事業になります。 

 ですので、新コミセンの建設と改修、いずれも２か年の継続事業で予定しております。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 分かりました。 
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 次へいきます。 

 105ページのところの都市公園管理費で、先ほど山宮委員のほうから北竜台のトイレ改

修工事、これがこのうちの1,700万ぐらいがこの北竜台公園のトイレ改修工事ということ

になっていて、先ほどの答弁ですと北側のトイレということでしたので、北側のトイレは

グラウンドの後ろですかね。後ろにある公園ですね。 

 もう一か所はステージ側に多目的トイレを取った部分が、こっちのほうがずっと大きい

ほうがありますけれども、両方とも同じ造り方というか、形式で造っているんで、どちら

が悪いとも言えず、どっちもひどいのではないかというように私は思うんですけれども、

今回は取りあえずこの1,700万でやるんで、北側のトイレだけですよね。 

 ということなんで、特にあそこは何か金属を使ったトイレになっていて、便器もね。そ

れが非常に何かさびたように思えるんですけれども、引き続きこっちのほうも、もう一個

のほうも直す計画をやっぱりつくってほしいなと思うんですけれども、まだ計画ないのか

もしれないけれども、ちょっと考え方だけ。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 北竜台公園のトイレの改修につきましては、先ほどご説明させていただいたとおり北側

のトイレについて、まず令和６年度は実施したいということで、西側、水路沿いですね。

のトイレにつきましても今後、状況を見ながら検討してまいりたいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 

 

金剛寺委員 

 よろしくお願いします。 

 あと、引き続いてちょっとそこの下の部分の105ページの都市公園除草等事業のところ

で、今回３公園を除草回数を増やすということに説明されていますけれども、この３回に

増やすことによって、この費用的にはどのくらいアップになっているものですか。 

 

後藤敦志委員長 

 石崎道路公園課長。 

 

石崎道路公園課長 

 先ほど伊藤委員のときにもご説明したんですけれども、３回に、大規模公園の除草回数

の増ということで、回数を純粋に増やすのもそうなんですけれども、直営班の直営作業か

ら民間への委託というのも併せて行っていまして、それと併せてという形になるんですが、

まず龍ヶ岡公園につきましては、除草回数を年４回から５回にします。北竜台公園につき

ましては、今も委託で年間２回やっているのを、委託でそのまま３回に増やします。牛久

沼水辺公園につきましては、直営で３回やっていたんですが、これを民間に完全に移行い

たします。民間で３回実施に移行いたします。 

 この結果、委託費の増額分に関しましては、３公園合わせまして約1,420万円の増額を

見込んでいるところでございます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 金剛寺委員。 
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金剛寺委員 

 分かりました。 

 増やしてもらうことで大変、特に子どもたちなんかが遊ぶときにいいかと思って、さら

にはもう少しこれを次の規模の公園というか、特に比較的利用の多い公園であるとか、子

どもたちが遊び場として使っている公園なんかにも広げていってほしいなというところで、

これは要望にして、以上で終わりにします。 

 ありがとうございました。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 石嶋委員。 

 

石嶋委員 

 すみません、ちょっとだけあります。 

 まず、２点ほどございまして、まず先ほど伊藤委員からもありました97ページの創業支

援事業、こちらでございますが、令和６年度の参加予定者が11件ということですが、その

ちょっと内訳を教えていただけますか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 令和６年度のその11件の内訳ですが、若者、あとＵＩＪを対象にしたものが３件、それ

と、それ以外のものが４件、合計１年目が７件、２年目、３年目はその家賃に係る経費と

して４件の合計11件となります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 石嶋委員。 

 

石嶋委員 

 その出身とか、そういうのも分かりますか。市内、市外というの、そちらは分からない。

分からなければ。 

 分かりました。 

 あと、すみません、それと先ほど周知方法がホームページということだったんですが、

それ以外で何か周知方法というのは検討されていますか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 市のホームページのほかに「りゅうほー」、それとＳＮＳ、それとＭａｔｃｈのホーム

ページ、あとこのＭａｔｃｈでは「Ｍａｔｃｈ－46」という雑誌を出しています。こちら

のほうのその冊子、それと「Ｍａｔｃｈ－46」のホームページ、こういったものを使って

周知を図っております。 

 以上です。 
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後藤敦志委員長 

 石嶋委員。 

 

石嶋委員 

 ありがとうございました。 

 やはり、以前もちょっと全協のほうであったときに、ちょっとお話しさせていただいた

んですけれども、できればこの創業支援というのも、いろいろな方が龍ケ崎で起業してい

ただくためのいい材料になるかなと思っております。 

 ですので、できれば龍ケ崎市内のもちろん創業支援の起業、そういうのは促進させるの

はもちろん必要なんですけれども、それ以外から、龍ケ崎以外からどんどん人を呼び込ん

で、そちらの人に創業、起業してもらうというチャンスというか、そういうツールにもな

ると思いますので、ぜひともそのあたりも含めて、ちょっと周知方法もいろいろと試行錯

誤していっていただければというふうに思っております。 

 もう一件あります。 

 同じく97ページの企業立地促進費、こちらすみません、詳細の内訳を教えていただけま

すか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 この企業立地促進費の中の主なものは、企業立地促進奨励金でございまして、市内にお

いて新たに事業を行う企業に対して必要な奨励金を交付するものでございます。 

 増額となっておりますが、これは企業に交付する奨励金を増額したことによるもので、

令和６年度は５年度と比較して交付対象者が２件増となり、10件を想定しております。 

 また、令和６年度の補助対象と想定する事業者が令和５年度の補助対象事業者と比較し

て敷地等の規模が大きいなど、その奨励金の額を引き上げる、そういった要素があります

ことから、増額となっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 石嶋委員。 

 

石嶋委員 

 ありがとうございます。 

 起業、条件をちょっと緩和して増えたというイメージなんですかね。条件を緩和したと

いうイメージなんですかね。そういうあれでもないんですか。 

 ごめんなさい、大丈夫です。 

 分かりました。 

 報奨金の増額があったということで増額になったということですが、龍ケ崎市内で企業

が会社を立ち上げる、工場なりを多分造ってもらうというのは、本当に非常に必要なこと

だと思うんですけれども、そのあたりで企業のニーズなども多分、聞いていると思うんで

すが、どういったニーズがあるのかをちょっと教えていていただけますか。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 
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 平成30年から令和４年まででちょっと参考に申し上げますと、平成30年は３名、令和元

年度は４名、令和２年度は46名、ちょっとこれ計算しないと、令和３年度は、すみません、

ちょっと計算しないと、すみません……、108名。令和４年度が21名となっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 石嶋委員。 

 

石嶋委員 

 これ、令和２年と令和３年かな、46と108名と増えているんですけれども、こちら何か、

要因か何かあるんですかね。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 このときはイセデリカさんが工場を増設したことによって大規模に職員を雇用したと。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 石嶋委員。 

 

石嶋委員 

 はい、分かりました。 

 こちらですけれども、今後、龍ケ崎、人口が減っていく中で財源、どこから今度財源を

集めるかという、企業の経営とかそういうのを考えたときに、やはり企業立地をどんどん

促進していかないと、龍ケ崎の市税もちょっと増えていかないのかなというような考えは

私は持っています。 

 以前、一般質問させていただいたんですけれども、県道美浦栄線が今度できますので、

その周りあたりでまた今度、企業立地もどんどん進めていっていただきたいなというよう

な考えを持っております。 

 それに当たって、いろんな企業が今度、龍ケ崎に目を向けてもらえるような、ちょっと

今後、事業というか作戦を立てていただいた上で、どんどん適材適所というか、必要な場

所に必要な企業がどんどん入ってこられるような計画も立てていっていただければと思い

ます。 

 ちょっと短いですが、以上になります。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありますか。 

 椎塚委員。 

 

椎塚委員 

 すみません、じゃ１点だけお願いします。 

 97ページの全国コロッケフェスティバル開催事業なんですけれども、質問出ているんで

すけれども、ちょっともう一つ確認でお伺いしますけれども、これまず、これ自体はコロ

ナ禍で数年ぶりの開催になると思うんですが、前回までの実行委員会制度を取って進めて

いくものなんでしょうか。場所とか日程とか決まっているんでしょうか。 
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後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 先ほどの答弁、午前中ですかね、答弁させていただいたんですけれども、実行委員会形

式で全て決めていくと。 

 場所につきましては、これ予定ですけれども、市役所の駐車場を考えております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 椎塚委員。 

 

椎塚委員 

 すみません、私が聞き漏らしていたと思いますけれども、恐らく前回も市役所の駐車場

を使って全国コロッケフェスティバルをやられていると思うんですが、その前が商店街の

上町までを歩行者天国にしてやられていると思うんですね。 

 これはアクションプランにも書かれているんですけれども、市の認知度を高めるという

言葉が入っているんですけれども、市役所でやるのは、非常にやる側とするとコンパクト

でまとまっているので、運営側とするとやりやすいんですけれども、そうするとただ一過

性のイベントに終わりかねないという懸念もありますので。 

 例えば、さっき加藤さんも言っていましたけれども、例えば龍ケ崎市の川北邸なんてい

う話も出てきていましたけれども、そういうところを誘導していくような方法も、少しち

ょっと頭に入れながら運営を進めていってもらって、単なる一過性のちょっとイベントで

はなくて、龍ケ崎をＰＲするのに双方向で、もちろん可能であればですよ。 

 商店街の通りも歩行者天国にしながら、双方向でやるという方法もありますので、コロ

ッケフェスティバルと例えば産業祭を一緒にくっつけてもいいと思いますし、やり方はい

ろいろあると思うんですね。 

 例えば、つくばね祭をくっつけてもいいと思っていますので、期間的にそんなに変わり

ないので、大体想定、日にちは分かりませんけれども、大体10月から11月ぐらいだと思い

ますので。違っているのかな、ごめんなさい、ちょっと単純に今までの例で言っただけの

話で、もちろん決まっていないんでしょうけれども。 

 ちょっとそういう、いろんな方法をちょっともう一回思索しながら、１日だけの全国か

らいっぱい人が来たからいいなで終わらせるのではなくて、その後、継続して、やはり地

域のいい点を全国の皆さんに告知できるような形のイベントにしていただきたいなと思い

ましたので、要望として伝えさせていただきます。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 休憩いたします。 

 午後３時20分再開の予定であります。 

 

【休 憩】 

 

後藤敦志委員長 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 ここで、秋山農業政策課長より訂正の申出がありましたので、これを許可いたします。 

 

秋山農業政策課長 
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 先ほど金剛寺委員の質問の中で、払戻金につきまして、私のほうで520円券10万枚と答

弁したところだったんですが、正しくは１万枚でありました。 

 申し訳ございません。訂正させていただきます。 

 

後藤敦志委員長 

 それでは、ほかに質疑をされる方いらっしゃいませんか。 

 杉野委員。 

 

杉野委員 

 １点だけ、21ページの衛生使用料の斎場使用料についてお伺いいたします。 

 金額的にも予算大分、増えているんですけれども、利用件数が増えているのか、直近の

３年くらいの推移をもし分かれば教えてください。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 お答えします。 

 使用料が増額になっていますのは、今年度の実績見込み等を考慮して増額にしておりま

す。 

 令和３年度の火葬件数でよろしいですかね。３年、４年、順番に言いますので、すみま

せん。 

 令和３年度の火葬件数が1,141件、令和４年度の火葬件数が1,321件、増加傾向にありま

す。 

 

後藤敦志委員長 

 杉野委員。 

 

杉野委員 

 増加していますね、大分。 

 実は、私はまだ利用しませんけれども、利用された家族の方で大分、時間、日にちを待

たせられるという苦情というんですか、そういう時代に入っちゃったのかなと。龍ケ崎は

まさかそこまではいかないのかと思ったけれども、都心部なんかはすごいらしいですね。 

 それで、増設みたいな、あれはなんて言うんですかね、荼毘の付するところ。窯ってよ

くやるんですけれども……、火葬炉だそうです。失礼しました。そこの増設というのはも

う考えられないんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 現在、火葬炉が４基ありまして、１基を予備としまして３基で運用しております。結構

この増加傾向にありますので、かなりいっぱいいっぱいな感じの予約状況にはなってきて

いるところです。 

 ちなみに、市外の方の件数なんですが、令和３年度は286件だったのが、令和４年度は

383件と、市外の方も増加してきております。 

 増設とのことでしたが、今の時点ではその増設の予定のほうはしておりません。 

 以上です。 
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後藤敦志委員長 

 杉野委員。 

 

杉野委員 

 市外からも大分、増えて大変だなと思いますけれども、うしくあみなんかで共同で大分

前になりますけれども、立派なやつ造られましたよね。龍ケ崎ももしできるのであれば、

周辺の今、利根町とか河内町、そういったところと共同してできないのかなというふうに

考えています。 

 それで、いわゆる待合室なんかも狭いんですよね。きれいに一時期したんですけれども、

それ以上に周りの自治体のほうが本当にきれいだなと、やっぱり私もそういうところで利

用したいなと思います。よろしくお願いします。 

 要望と同時に、ご答弁のほど、よいご答弁を聞きたいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 市営斎場につきましては、うちの龍ケ崎市のはかなり古いんですよね、ほかのうしくあ

みとか、稲敷の聖苑香澄に比べると。 

 やっぱり新しいそちらの施設に比べると、どうしても見劣りはしてしまうんですが、２

年前には外壁の塗装とか、日々修繕等は行っておりますので、今後やるとしたら全面建て

替えのようなときには、炉の増設とか待合室の広さとか、きれいさなんかも考慮して新た

な施設として運営してはいきたいと思いますが、今の施設が使える限りは、今の施設をな

るべく長く使っていくような感じで考えております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 杉野委員。 

 

杉野委員 

 長く待たされると、ご遺体がやっぱり維持するのが大変らしいんですよね。そういった

ことも含めて、早い機会に実現されるよう強く要望いたします。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 葬祭場の広域化については執行部のほうでご答弁、何かできることありますか。答弁な

いですか。 

 ないですかね。 

 よろしいですか、杉野委員。 

 杉野委員、よろしいですか、その件に関しては。要望ということで、答弁いただかなく

て。 

 

杉野委員 

 今すぐ答えてくださいとは言いませんけれども、念頭に置いておいてください。お願い

します。 

 

後藤敦志委員長 
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 ほかに質疑をされる方いらっしゃいますか。 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 たつのこ市場についてお尋ねいたします。 

 22ページ、たつのこ産直市場使用料、これについての算出根拠をお願いいたします。 

 そして今年度、令和５年度の売上げ等もお願いしたいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 まず、使用料ですけれども、1,348万7,000円の予算計上させていただいておりますが、

その根拠ですけれども、まず、販売売上げを令和５年度の予想額としまして、今年度

9,900万円の販売額を予想しております。そこに、令和４年度と５年度の売上金の平均を

乗じまして、来年度におきましては約１億1,000万円の販売売上げを想定しております。 

 この１億1,000万に対しまして、売上金の12％が使用料となりますので、1,320万円を販

売売上げの使用料としております。 

 さらに、バーコードラベルの使用料としまして28万7,000円を計上させていただきまし

て、合計1,348万7,000円の使用料ということになっております。 

 続いて、売上げについても今お話ししたとおりの１億1,000万円を想定しております。 

 以上でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 はい、大体１割の増ということでもって、売上げが。約１億、そしてまた１億1,000万

で約１割だと思いますけれども、続いてその54ページの、何ページだっけ。 

 たつのこ市場の運営費なんですが、54だと思ったんだけれども。50、あれ。４ページで

はない。 

〔「94」と呼ぶ者あり〕 

大野誠一郎委員 

 94。ごめんなさい。 

 94のたつのこ産直市場管理運営費1,217万1,000円なんですけれども、そして下から、次

のページのたつのこ産直市場運営費1,119万ということでございますけれども、ちょっと

少ないなと思ったら、恐らく人件費、どこか行っていますでしょう。例えば会計の職員と

か、それがここに書いてあるのが全てでしょうか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 人件費のほうにつきましては、この事業費にはこれまでも入っておりませんので、増減

につきましては、まず産直市場に係る業務委託料のほうが人件費等の増加に伴いまして委

託料が97万2,000円増加しているのと、あと備品等の購入が来年度新たに発生しますので、

その辺で増額はしておりますが、人件費のほうはこの事業費の中には含まれておりません。 
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後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 人件費を含んだ運営費はどのくらいになるんですか。あるいは管理運営費という。どち

らでも結構ですが。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 それでは、まず令和６年度の収支ということで、歳入につきましては売上金を先ほどご

答弁させていただきました１億1,000万円と見込んでおりまして、使用料収入が1,348万

7,000円を計上しているところであります。 

 一方、歳出に関しましては管理運営費として光熱水費、施設運営に係る委託料、電子決

済などの手数料、保冷車のリース料などを中心に1,217万1,000円を計上しております。 

 また、これらの運営に関わる職員の人件費につきましては、任期付き職員が１名と会計

年度任用職員が１名で969万3,000円となっておりまして、管理費と人件費、合計すると

2,186万4,000円となります。 

 歳入と歳出の差でありますが、歳出のほうが837万7,000円上回るという状況になってお

ります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 １億1,000万の売上げありましても、837万のマイナスということなんですが、さらに売

上げを上げる方策、方法は考えていますか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 これまでも出荷者の増加や品ぞろえの拡大、また稲敷改良普及センターや市の栽培指導

員による品質の向上の指導などに取り組みまして、安心・安全で充実した品ぞろえの確保

には取組んできたところでございますが、来年度につきましては、これらの取組を軸に、

さらには量販店では購入することができない希少性の高い品目や新鮮で安全・安心な差別

化が図れる農産物の拡充などを考えておりまして、そういった農産物の取扱いについて、

出荷者さんと話合いを進めながら農産物を提供してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 市役所の出張販売は大変好評だと思いますけれども、その他についての出張販売なんか

は考えていないんですか。 
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後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 これまで毎週金曜日ですね、今、大野委員がおっしゃったとおり市役所の玄関前で販売

を行っておりまして、そのほか毎週、米町のイベント広場でも出張販売を実施している状

況でございます。 

 今後につきましては、市内で開催されるイベントなどにも積極的に参加しながら、出張

販売というのを実施していけたらいいのではないのかなというふうに考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 そのほか、毎週何曜日とかという形でもって、各所に出張販売することも考えるべきだ

と私は思います。 

 それと、もう一つは月曜と火曜、休みなんですよね、たつのこ市場。そういった意味で

どうしても週休５日、働き方改革ということもあるんでしょうけれども、それはそれでい

ろいろパートさんか何かで考えられると思いますので、月曜、火曜の開店も考えたほうが

いいんじゃないかと私は思います。 

 併せて、生産者の皆さん方も月曜、火曜、休みということは困るだろうと私は考えてい

ます。なぜかといえば自然のもの、なんというか毎日毎日、出せるわけなのが休みになる

と出せません。そうするとかなり大きくなっちゃったり、あるいは傷んでしまったりする

こともありますから、やはり休みなしというか、そういうことが一番いいことだと思いま

す。それが売上げアップにもなるし、いろんな面で経営的にもよろしいかと思うんですが、

そういう月曜、火曜の開店は全然考えていないですか。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 今のところ、現在、休館については、このままの状況を考えてはおりますが、販売額が

これまでは年々売上げが上がっているところですけれども、いつまでも上がる状況ではな

いというふうには考えておりますので、今後適切な運営をしていくために、業務委託内容

の見直しやあるいは指定管理の導入なども検討する必要があると考えておりますので、そ

の際に出荷者さんのお声も聞いたりしながら、運営体制のほうを改めて考えていきたいと

いうふうに思います。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 ぜひ、対応策を考えていただきたいと思います。 

 皆さんはちょっとご存じないかもしれませんけれども、月曜、火曜休みということは、

日曜日に品物を引き揚げなくちゃならないんです。悪くならないものは結構でしょうけれ

ども、あるいは食品加工なんかはいいでしょうけれども。 
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大野誠一郎委員 

 何言っているんだよ。聞こえたよ。自分のことばかりじゃないんですよ。 

 自分のことで言っているわけじゃなくて、とどのつまり、やはりいいときに、あるいは

売上げが伸びているときにいろいろ策を考えないと、どん詰まりになってから考えたんじ

ゃ、もうしようがないんですよ。 

 そのためには、そのたつのこ市場が末永く続くためにもね、市民の皆さんに親しまれ愛

されるためにも、やはりそのいろんな方法を考えていかなくちゃならないと。そういうよ

うなわけで提言をしました。 

 以上です。 

 そういうことで、年中無休のことを取りあえず考えていただきたいと思います。 

 それと、農業のほうが今94ページに出ておりますので、ちょっとお伺いいたします。 

 農地中間管理事業の1,584万2,000円についてちょっとお尋ねいたします。詳細の説明を

お願いいたします。 

〔「何ページ」と呼ぶ者あり〕 

大野誠一郎委員 

 94ページ。 

 

後藤敦志委員長 

 秋山農業政策課長。 

 

秋山農業政策課長 

 こちらの農地中間管理事業は、農地中間管理機構を通した農地の集積、集約を促進し、

国・県の交付基準に基づき補助金を交付するものでございます。 

 来年度の機構集積協力金としましては、市内の約2,000アールを地域集積協力金事業と

して見込みまして、約320万円を見込んでおります。 

 加えて、大宮地区で実施しております農地集約型大規模水田経営体育成加速化事業、こ

れにつきましても農地貸付協力金のほうが約20ヘクタール、農地集約奨励金のほうで20ヘ

クタールを見込んでおりまして、合計で1,200万円の予算を計上しているという状況でご

ざいます。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 ある程度分かって申しているわけですが、この農地中間管理事業あるいはメガファーム

の考え方は、100町、100ヘクタール以上とか、100ヘクタール前後の農家を考えているわ

けです。 

 だんだんそれが促進することによって、弊害が出てきます。弊害というのは、だんだん

耕作し切れない。集まって耕作し切れない。要は、２人か３人でやっているのが正直言っ

て精いっぱいです。 

 ある法人は、もう昨年からは大分、作らないのが多くなってきた。作れないというか、

手が回らない。そして、耕作地も非常に悪い条件だということでもって、だんだん切り捨

てるような、そういうことがもう見え始まったと。 

 やはり、そのこういったメガファームを目指すのも、もちろんいいことなんですけれど

も、20町、30町、40町ぐらいの今で言う小規模農業とも言えないけれども、もう２ヘクタ

ール、３ヘクタールというのはもうありませんから、だんだん。 

 ですから、議員で農業をやっている方も少ないけれども、そういった20、30、40ヘクタ

ールの皆さん方が農業をやれるような耕作を取っていかなければ、今後のやっぱり龍ケ崎
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の農業も必ず衰退していくというふうに思います。 

 スマート農業支援事業というのもありますけれども、スマート支援事業が使えるような、

その事業として使えるような農家はごく少ないんです。ドローンでやれば省力化もできる

し、いろんな意味でいいとは思うんですが、そういうことはなかなか龍ケ崎で使える農家

はいません、はっきり言って。少ないです。５本の指、あるいは多くても10本の指ぐらい

しかないと思います。 

 そういった意味で、そういった中間の農家を今後、大事にしていくような方向がいいだ

ろうと思います。そういうものをお話ししたいと思います。 

 続いて、コミュニティバス、ページ、56ページのコミュニティバス運行事業１億7,808

万3,000円について質問をいたします。 

 その前に、先ほどのいろいろな質問の中で、３月19日に開かれる会議で見直しについて

話をしたいというような話でしたが、どういう見直しなんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 まだ交通協議委員会の委員さんにもお配りした費目ではないので、詳細はちょっとあれ

なんですけれども、これまでの５年間の成果とＡＩオンデマンドの実証実験の方向性なん

かを結果なんかを見ながら、ニーズに沿った再編内容、ルートですとかダイヤ案であると

か、料金設定なんかについてお示ししていきたいなというふうに考えております。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 非常に急に感じました。 

 なぜかといいますれば、今月いっぱい、こういったＡＩオンデマンドの実証実験も行わ

れておるわけです。それが終わらない、そしてまたＡＩオンデマンドの分析あるいは検証、

そういったものもしていない、そしてまた今日の委員の皆さんからの質問でも、いろんな

形で公共交通体系を考えていこう、そういう中でこの３月29日にその会議でこの見直し案

を出すということが、非常に急に感じたんですよ。 

 はっきり言いまして平成31年、令和元年度の見直しは私は誤りであったと、そう言わざ

るを得ません。増便、増ルートをしながら、利用人数が２万しか伸びない。 

 そして、そういった100円を200円にしたものが、また結局は平均すれば100円だと。結

局、値上げしても何にもならないと。むしろ100円のそのままのほうがよかったと言わざ

るを得ません。そういう意味で、どういう見直しなのかをお尋ねしたかったものです。 

 この予算書を見た場合に、何か動画で見ますと、コミュニティバスの運行事業１億

7,808万は２％減の保証料だというようなお話が落合部長からありましたけれども、この

２％減というのは総額、つまり令和６年の１月から８月まではもう既に協定書で決まって

いますよね、金額が。違いますか。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 令和６年度の１月から８月までで、経費として協定で決まっている枝線については決ま

っております。 
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 関東鉄道の循環線については、毎年協定に基づいて確認書というのを交わしております

ので、そこで毎年の経費を決めているというふうな内容になっています。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 そうですので、９月から12月が令和６年度の新しいものですよね。言うなれば債務負担

が令和６年度から11年度で、協定書の金額が書いていなくて、協定書の金額だということ

で書いてありますよね。その金額は令和６年の９月からでしょう。９月から来年度の３月

まで。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 債務負担の部分ですかね。債務負担の部分については、これは令和７年からの分ですね。

令和７年４月１日以降、再編後の分ですね。 

 これについて損失補償なものですから、今の時点で額が確定できないために、こういう

ふうな文言対応としているということでございます。なので、来年度、令和６年度の下半

期延長分については、関東鉄道からは見積りを徴収しております。 

 その他の枝線については、関東鉄道については毎年度、確認書を交わしますので、令和

６年１年分について見積書を徴収していて、平成観光と佐貫タクシーについては５年間で

協定で経費が確定しておりますので、前半は協定の確定分、後半について９月以降につい

ては、改めて見積りを徴収してこの積算としたところでございます。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 令和６年の８月末日までと９月１日からのやつでは違うわけでしょう。違うわけですの

で、２％減というのは総額、この１億7,808万3,000円の総額に対する２％の減なのか、そ

の令和６年度の８月末日まではもう決まっているから９月からの２％の減なのか、そうい

うものをちょっと確認したいということです。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 これは、令和５年度と令和６年度の当初予算比のマイナス２％ということなので、大野

委員のおっしゃる言い方であれば、総額での減ということになります。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 私の言い方じゃなくて、落合部長が２％減ですというような内容を言っているものです

から確認したかったんです。 
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 なぜならば、令和３年、令和４年、あるいは令和２年、令和３年、令和４年から、もう

１億 8,250 万、令和３年が１億 8,258 万、令和４年が１億 8,408 万がもう既に確定した額

なんですよね、市の負担額が。 

 令和５年のものについては、終わらないといっても分かっているわけですよね、協定書

の金額で。それはお幾らなんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 令和５年度の当初予算…… 

 

仲村都市計画課長 

 協定書の額、すみません、ちょっと協定書の額というのは何…… 

 

大野誠一郎委員 

 要するに、債務負担、金額が決まっているわけですよね。５年前の議決で総額が決まっ

ているじゃないですか。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 債務負担については、これ損失補償なんで、設定時に額が確定できないものですから、

このような文言対応になっているということでございます。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 それはそれで分かりました。 

 そうすると、令和５年度についての負担額というのはまだ決まっていないということか

な。終わっていないから。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 負担額というのは、市の補償額でよろしいんですよね。 

 まだ、実績が３月 31までありますので、今の現時点では固まっていないんですけれども、

おおむね昨年度になる見込みで今は動いているところです。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 令和４年度の市の負担額１億 8,400 万にしても、この今回予算になっているコミュニテ

ィバスの運行事業が１億 7,808 万というのは、実際、本当に２％減なのかなと。なおかつ、
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今まで１億 8,400 万、令和４年度でいう１億 8,400 万が１億 7,800 万になるのがちょっと

おかしいかなと思ったもので、そういう根拠をお尋ねしたんです。 

 続いて、91 ページ、塵芥処理費のちょうど真ん中ぐらいのところに書いてありますごみ

処理広域化推進費 220 万円ということに書いてありますけれども、７市町あるいは塵芥組

合等２組合が加入して、旧の市町村と組合２組合が加盟して、ブロック会議という形でも

って進めるということなんですけれども、龍ケ崎だけでも今 220 万という金額が出ており

ますけれども、そのブロック会議の予算というものは、総額幾らぐらいになっていて、ど

ういったものに使う予定の予算がつくられているのか、ちょっとお尋ねいたします。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 ブロック会議の予算なんですが、各市町村でちょっと同じように負担金のほう、計上し

ておりまして、負担金の決め方につきましては、基礎調査業務委託に係る費用を、この半

分を均等割の 50％にしまして、残った 50％については各市町村の人口割で決めているよう

になります。 

 総額委託料につきましては、900 万を予算としておるところでございます。予算として

はこれのみ……そのほかに消耗品等若干何千円かあるかと思いますが、メインはこの調査

委託に係る委託料 900万円となっております。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 900万の委託料は、どういったことについて使われるわけですか。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 先ほどの加藤議員の質問でお答えしましたけれども、ごみ処理広域化に向けた基礎調査

業務委託、これをコンサルに発注する費用となります。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 基礎調査というようなお話は分かりましたけれども、どういう形で調査をする内容なん

ですか。 

 

後藤敦志委員長 

 渡辺生活環境課長。 

 

渡辺生活環境課長 

 先ほどもお答えしましたが、まず各市町村のごみ処理の現状整理を行います。その後、

各市町村のごみ処理の将来予測、これは人口の将来予測とか、ごみ排出量の将来予測を各
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市町村からデータを収集しまして、これを決めます。 

 これを決めた後、それぞれの課題等を整理しまして、廃棄物処理体制の比較検討に入っ

ていきます。 

 この処理体制の比較検討については、先ほどもお答えしましたが、14 パターンの組合せ

でそれぞれメリット等、デメリット等を決めまして、ほかの検討を行って比較評価、総括

等を行っていくような予定となっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 終わり。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 予算書 97ページ、企業立地促進費なんですけれども、若柴町長山前に、地区計画で新規

企業が立地してもらうことは大事ですし、新規立地も大事なんですが、既存企業のやっぱ

り運営も大切だと思っていまして、それに関連してちょっとお聞きするんですが、つくば

の里工業団地の企業連絡会というのがたしかあって、コロナ以前は、つくばの里工業団地

の企業連絡会と龍ケ崎市が年１回意見交換会をやって、いろんなお互いの情報を共有とか

情報交換とか、つくばの里工業団地からの要望なんかもお聞きする場面があったんですが、

それを今も開催されているのかどうかと、もう一点は、つくばの里工業団地のこれ、今、

ある企業の方からちょっとお話があったんですが、以前は商工観光課がつくばの里工業団

地の企業連絡会の窓口で、市に関連したことをお願いするときには、商工観光課に連絡す

れば、例えば道路関係、公園関係は、全部商工観光課で調整してくれたということなんで

すが、おととし、あるときに、その企業が市役所に電話したら、「もう今は窓口はないか

ら、それぞれの担当課で聞いてください」と話をされたと、ちょっとその企業の方から直

接言われたんですけれども、その辺どうなのか、窓口はあるのかどうかも含めて、お願い

します。 

 

後藤敦志委員長 

 服部商工観光課長。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 まず１点目の名前、運営協議会でよろしいですかね。 

 

服部市民経済部次長兼商工観光課長 

 我々、運営協議会とちょっと……。 

 でしたら、意見交換という形でやらせていただいておりまして、今月の 19日にもやはり

運営協議会の代表の方が来ていただいて、市長と意見交換を交わす予定になっております、

年１回。 

 ２点目の窓口のお話は、大変申し訳ございませんでした。窓口としては商工観光課にな

りますので、我々のほうにお話しいただければ、担当としておつなぎ、担当課にまたさら

につないで、回答を得たものは回答するということをやっていきたいと思っていますので、
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よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

加藤委員 

 すみません、代表の方ではなくて、つくばの里工業団地内の企業に働きかけをして、参

加できる企業はある程度参加されてやられていたと思うんですけれども、代表ではなかっ

たような気がするんですけれども、今はもう代表という形なんですか。 

 

後藤敦志委員長 

 菅沼市民経済部長。 

 

菅沼市民経済部長 

 確かに企業の方と市で年に１度、意見交換会、実施しておりました。 

 多分、代表の方、代表と役員の方３名程度になってしまったのは、コロナ禍でそのよう

な形にしてしまって、多分今年もそういうふうな形なんですけれども、そこら辺について

は、今後また、つくばの運営協議会の会長さんと話し合って、今後の実施の仕方とか再検

討したいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 加藤委員。 

 

加藤委員 

 もう、これ質問じゃないのでお願いなんですけれども、再度、つくばの里工業団地の連

絡会のほうにお話しして、窓口は商工だからということをお伝え願えますか。ちょっと遠

慮して、もうそれ以上聞けなかったという話をしていたから、困ったなという話をしてい

たので、窓口ちゃんとあるよということを改めてご連絡いただければと思います。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 木村副市長。 

 

木村副市長 

 すみません、お疲れのところ。最後に、先ほど大野議員からちょっと３月 19日にＡＩオ

ンデマンド交通、まだ実証運行中なのにかかわらず、もうある程度、災害に関する考え方

を出すのかというお話があって、ちょっと奇異というお話があったんで、最後にちょっと

お話をさせていただければと思いますので、すみませんが。 

 ＡＩオンラインデマンド交通、まず実証実験を始めるときに、10 月運行から 11 月運行

になって、それ事務手続上でちょっとスケジュール、関係機関との調整で遅れたというの

がありまして、この７年４月再編というのは、これ絶対遅れられないということで、スケ

ジュール調整をしていきますと、あと１年あるだろうかという議論も、お話もあるんです

けれども、たった１年しかないという考え方のほうが正しいと思っていただきたいと思い

ます。 

 逆算してくるとぎりぎりで、本当は実証運行を終わって検証して、それで必要性がある

ということで再編の体系を組んでいくんですけれども、それではちょっと遅過ぎる。取り

あえず３月 19日にＡＩオンデマンド交通を入れたという仮定でやるとこのくらいの体系に

なりますよというのをお示ししていきたい。 

 もちろんそのときには、加藤議員がおっしゃっていますそれぞれの公共交通の役割を示

しながら、この交通、コミュニティバスについてはこの部分を担う、乗り合いタクシーに
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はこの部分、ＡＩオンデマンドにはこの部分を担うということで、体系をお示しするとい

うことで示していかないと間に合わないと。 

 もし、新しい事業者が参入する場合は、車を用意していただく時間も必要ですし、もち

ろんバスの時刻表を印刷する時間、バスロケーションシステムの改編とか、いろんなこと

を考えて、あと関係機関、国との協議、料金設定、いろいろなことを考えると、もうぎり

ぎり、間に合うか間に合わないか、これも本当に担当、大変だと思いますけれども、そう

いった意味で、頭出しをさせていただくということですので、確かに実証運行期間中で、

物すごく奇異と言われるのはもうしようがないと思うんですけれども、スケジュールの関

係上、無理くり入れていくということでございますので、どうかその辺をご理解いただき

たいと思います。 

 

後藤敦志委員長 

 大野委員。 

 

大野誠一郎委員 

 私の考えとしては、執行部の責任だなんていうことを言いたくないから、やはり市民の

皆さん、それから議員の皆さんとも話し合って、そういった見直し案を考えるべきだと。

そういうことの内容で言ったつもりです。 

 

後藤敦志委員長 

 仲村都市計画課長。 

 

仲村都市計画課長 

 もちろん、今後のスケジュールの中で、まずは今回の協議会に原案として出させていた

だいて、そこから、もちろん議会であったり、庁内コンセンサスを固めていくということ

をしつつ、今後、運賃なんかは、今までのように公共交通協議会では決められないという

ふうな、今度制度が変わってきますんで、その中で市民に対して意見を聞いたりする部分

もありますんで、そういったことを活用して、もちろん再編には臨んでいきたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

 

後藤敦志委員長 

 大野誠一郎委員。 

 

大野誠一郎委員 

 もう本当に、ちょっとこれで終わるよ。 

 やはり萩原市長が、新しい龍ケ崎をつくるんだというわけでやっているわけですから、

今までのやり方は確かにそうだったんですよ。みんな原案をつくってやるわけですから、

もう、やはり１度でも２度でもいいから、１回皆さんと議論する必要があるんですよ。そ

ういう意味で話をしたんです。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 質疑なしと認めます。 
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 続きまして、議案第 32号 令和６年度龍ケ崎市下水道事業会計予算についてご説明を願

います。 

 落合都市整備部長。 

 

落合都市整備部長 

 それでは、議案第 32号 令和６年度龍ケ崎市下水道事業会計予算についてご説明をいた

します。 

 詳細につきましては、動画による事前説明をさせていただいておりますので、予算の概

要のみを説明させていただきます。 

 まず、議案書の 245 ページから 248 ページまでが予算の原案となりますが、このうち、

予定収入及び予定支出の金額について定めました第３条の収益的収入及び支出、第４条、

資本的収入及び支出について、前年比で増減の大きい項目についてご説明いたします。 

 はじめに、収益的収入です。 

 第１款公共下水道事業収益、第２項営業外収益については、予算明細書の 304 ページに

ありますとおり、前年比で 12.2％、１億 5,669 万 8,000 円の減となっておりますが、これ

は、一般会計補助金について、資本的収入における企業債のうち、資本費平準化債発行可

能額の拡充により、公共下水道事業全体として収入の増収が見込まれることから、経営安

定化のための基準外繰入分が皆減となったことにより、前年比１億 6,474 万 9,000 円の減

となったことが主な要因となります。 

 次に、収益的支出です。 

 第１款公共下水道事業費用、第１項営業費用については、予算明細書 306 ページにあり

ますとおり、前年比 25.1％、5,392 万 3,000 円の増となっておりますが、これは、霞ケ浦

常南流域下水道維持管理費負担金について、従来の維持管理負担金に加え、電力料金高騰

分に係る維持管理負担金の追加に伴い、前年比 2,097 万 9,000 円の増となったことが主な

要因となります。 

 次に、資本的収入です。 

 第１款公共下水道事業資本的収入、第１項企業債については、予算明細書 311 ページに

ありますとおり、前年比 86.1％、３億 760 万円の増となっておりますが、これは、公営企

業経営安定化支援として資本費平準化債発行可能額が拡充されたことにより、前年比２億

3,640万円の増となったことが主な要因となります。 

 次に、資本的支出です。 

 第１款公共下水道事業資本的支出、第２項企業債償還金については、予算明細書 312 ペ

ージにありますとおり、前年比 3.0％、3,624万 8,000円の増となっておりますが、これは、

平成 21年度に借り入れた資本費平準化債及び平成 21年度並びに平成 26年度に借り入れた

下水道事業債特別措置分の最終回償還分の償還額の増のほか、資本費平準化債の拡充によ

り、借入額とそれに伴う償還額が増加し、前年比 3,624 万 8,000 円の増となったことが主

な要因となります。 

 また、250 ページの予算実施計画から 313 ページの予算明細書につきましては、予算に

関する説明書となりますので、併せてご覧いただければと思います。 

 令和６年度下水道事業会計予算の説明につきましては、以上でございます。審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

後藤敦志委員長 

 ただいま説明された内容につきまして、ご質疑ありませんか。 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 予算書 308 ページの公共下水道事業費用の内水浸水想定区域図策定について、今後のこ
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れ、今年度中に作成するということだと思うんですが、今後の展開について、これどのよ

うに活用していくのかお聞かせください。 

 

後藤敦志委員長 

 石井下水道課長。 

 

石井下水道課長 

 お答えします。 

 内水浸水想定区域図策定につきましては、今年度と来年度、２か年で事業のほう実施し

ております。 

 今年度につきましては、雨水の実測測量、降雨量とか水路の中の流れている水量などの

測定を行いました。また、水路網図などの作成も今年度行います。 

 その結果を踏まえまして、来年度、それをシステムがあるんですが、その中にその数字

とかを仕込みまして、内水浸水想定区域図というものを作成します。 

 こちらのほうにつきましては、どなたからかはちょっと記憶していないんですが、一般

質問のほうでも質問のほうございまして、将来的にはハザードマップなどのデータ活用に

も利用していただけるように、下水道事業のみではなく、そのような部分でも活用できる

ようにという展開を考えております。 

 この内水浸水想定区域図策定につきましては、来年度、区域図の作成をするのが完了と

いうことになっております。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 令和６年度で作成自体は完了ということですが、その区域図は終わるけれども、これか

らハザードマップですとかということで、その区域図だけでは、やはりそれをいくら周知

したところで、自分で気をつけるというのはあるのかもしれないんですけれども、やっぱ

りそういう避難計画ですとか、ハザードマップですとかに生かしていく必要があるのかな

というところなんで、できれば、そのハザードマップですとかは、いつぐらいという計画

がまだ具体的にあるのかどうかというところと、あと例えば、私も前にちょっと一般質問

でも言ったんですが、その排水の消防管理計画のような、そういったものに活用していく、

最近そういう冠水被害ですとかも増えているような状況で、こういった内水浸水想定区域

図を生かして、そういう総合的な計画に関する検討などは予定はあるのか、見解をお聞か

せください。 

 

後藤敦志委員長 

 石井下水道課長。 

 

石井下水道課長 

 まず、総合計画なんですが、こちらにつきましては、防災部局のほうでの管理になると

思います。あくまでも、今回のこの内水想定区域というのが、市内全域を計測したもので

はございませんでして、あくまでも下水道の雨水事業分のエリアのみとなっております。

市内全域ではありませんので、全体のという話になると、防災部局での管理になるのかと

は思います。 

 ただ、うちのほうでお金をかけて、これだけの事業をするのにそのデータをそこだけで

しまってしまうのはもったいないというところもありますので、防災部局と連携をしなが
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ら、市民の皆さんにいろいろな情報を発信できるように活用してもらえればと思っており

ますので、全体としての見解は下水道課のほうではちょっと申し上げられないんですが、

データの活用というのは多岐にわたってできるように、情報発信はしていきたいと思って

おりますので、内容としては以上になります。 

 

後藤敦志委員長 

 岡部委員。 

 

岡部委員 

 そうですね、防災関係なんで、下水道課としては連携して、こういった区域図、出来上

がった暁には、そういった関連するところに活用を促していくというところで、やはりこ

の区域図、浸水想定区域が分かっただけでは、やはりなかなかもったいないというところ

があると思いますので、今後、そういうハザードマップに生かしていったりですとか、そ

ういった雨水排水の総合的な今後の事業計画ですとか、ぜひ活用していっていただくよう

に、情報の共有ですとか、そちらのほうをよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

後藤敦志委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもちまして、都市経済委員会所管事項について、説明と質疑を終結いたします。 

 以上で予算審査特別委員会に付託されました議案第 27 号から議案第 32 号までの６案件

についての説明と質疑を終結いたします。 

 この後、休憩中に説明員の入替えを行いまして、再開後に討論、採決を行いますので、

よろしくお願いいたします。 

 休憩いたします。 

 16時 35分再開の予定です。 

 

【休 憩】 

 

後藤敦志委員長 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 これより議案第 27号から議案第 32号までについての討論に入ります。 

 討論ありませんか。 

 

〔発言する者なし〕 

 

後藤敦志委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 議案第 27号 令和６年度龍ケ崎市一般会計予算について、本案は原案のとおり了承する

ことにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 ご異議がありますので、挙手採決といたします。 

 議案第 27号、本案は原案のとおり了承することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

後藤敦志委員長 

 賛成多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり了承されました。 

 議案第 28号 令和６年度龍ケ崎市国民健康保険事業特別会計予算について、本案は原案

のとおり了承することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 ご異議がありますので、挙手採決といたします。 

 議案第 28号、本案は原案のとおり了承することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

後藤敦志委員長 

 賛成多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり了承されました。 

 議案第 29号 令和６年度龍ケ崎市介護保険事業特別会計予算について、本案は原案のと

おり了承することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 ご異議がありますので、挙手採決といたします。 

 議案第 29号、本案は原案のとおり了承することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

後藤敦志委員長 

 賛成多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり了承されました。 

 議案第 30号 令和６年度龍ケ崎市児童発達支援事業特別会計予算について、本案は原案

のとおり了承することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり了承されました。 

 議案第 31号 令和６年度龍ケ崎市後期高齢者医療事業特別会計予算について、本案は原
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案のとおり了承することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 ご異議がありますので、挙手採決といたします。 

 議案第 31号、本案は原案のとおり了承することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

後藤敦志委員長 

 賛成多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり了承されました。 

 議案第 32号 令和６年度龍ケ崎市下水道事業会計予算について、本案は原案のとおり了

承することにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

後藤敦志委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり了承されました。 

 以上で予算審査特別委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

 これをもって、予算審査特別委員会を閉会いたします。 

 長期間にわたる慎重審査、誠にお疲れさまでございました。 

 


